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「年頭のごあいさつ
社団法人日本林業技術協会

理事長三澤毅

蕊

I

!｜繊蛎職溌減嚇蠅嘘至騨巽笹慨契I
第二次橋本内閣の簸大の眼目である行財政改革も一応の決着を見たようであ

i
りますが，当初の構想も少し尻すぽみになったようです。ムダを省きゼイ肉を

■陰職藤産票鮮宣鱸，鰯蕪鱸轍I堂鱗
ためて知らされた気がします。

国有林の債務処理を巡って平成10年度予算も厳しい状況1くに立っていますが,一応

のスキームづくりができ_|ﾆがり，今後はこれに向けて確実に前進することが期待され

ます。国有林の扱いはいうまでもなく国有林ひとりの問題ではなく日本林業全体の問

迩であり，それは世界の資源，環境問題に連なる問題であると考えるべきでしょう。

その意味で|玉I有林問題はt1本の将来，地球の未来にかかわる重大な転機であるといえ

ましょう。方針の選択に誤まりなきを祈る次第です。

LI出ずる国といわれた日本経済も今や昔円の面影なく長期低迷を続けており，秋に

は北海道拓殖銀行,lll一証券が相次いで行き詰まってしまいました。前者は明治以来

北海道開撒の重大な役割りを果たしてきただけに一抹の寂しさを感じます。後者はい

わゆる四大証券の一つとして経済成長の象徴的存在としてきただけに，今後の経済動

向に暗影を投げるものとして気がかりです。タイバーツの通貨不安，インドネシアル

ピアの下落等アジア経済が不安定の『|:!で,R本経済が早く安定してほしいものです。

香港の返還は画期的なことでありましたし，北朝鮮も国際社会への復帰の兆しが出る

等アジアの政治経済情勢も極めて流動的ですが,環境国際会議も開かれ21世紀の人類

の命運を開くために，信頼協調の下に良い方向が選択されるものと信じています。

さて，わが'二|林協も昨年は公益法人のあり方がいろいろ問われる中で，林業技術集

団の最大組織としてそれなりの活動をしてまいりました。経済動向の厳しい中で事業
おおむ

は概ね前年規模を維持し，会員数は若'二減少したものの「日林協学術研究奨励金助成

制度」を発足させる等新しい試みも始め，おかげさまで好評を博しています。21世紀

初頭に刊行を予定されている「林業百科事典」に関しても関係委員の先生方の並々な

らない御尽力で前進しつつあります。

海外の関係につきましても従前から進めている海外林業技術協力をはじめ諸外匡|と

の交流も積極的に進めているところであります｡昨年はお隣りの1-i｣I刊林学会が80周年

を迎え，姜副総理が列席される式典に私も招かれ，大いに感銘を受けてきました。ひ

とり国内のみならず，世界各|玉Iの林業技術者が手を取り合って進むことがぜひ必要と

感じた次第です。折しも12月には｢京都会議｣が開かれCO2の規制をはじめ多くの議

論がされました。しかし，環境も根元的には森林づくりによって守られるものと考え

ます。山づくりには長きにわたるゆえかハデさは兄られませんが,I』先の事象のみに

とらわれることなく絶えざる努力が必要でしょう。同時に，生き馬の日

受

吋
辱

を抜くかと思われる昨今の世柑に対しては林業サイドからのパフォーマ

ンスも必要であり，もっと主張すべきは主張することが望まれます。

ともあれ，林業と林業関係群に光が差すことを祈りつつ，今年も頑張

りたいと思います。

｡＝
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森林盤附にかかわるボランティア満勤については，昨年公表された国有林の経営改善に
関する林政群の1IIIIW報侍においてもrボランティア組織の活動を支援し，その参加を求め
ることにより森林I終術をI又Iっていくことを検討すべきである」と述べられていますし，ま

た，昨年で21mlriを数えた「森林と市腿を結ぶ全|篭lの集い」（主催：国土緑化推進機構)に
おいても'隔広い諭識が展開されるなど，一般市民の『森林」に対する意識の高まりを背景
として新たな活励の伸展が予期されます。本号では，「森林ボランティア活動｣の流れを概
観しつつ、林業サイドとして今後を考える際の一助になればと特集を企画しました。
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■特集森林ボランティア活動

魚 森林ボランティア活動の推移と
将来方向

一

一
一

唾

しげたかずひこ

茂田和彦

紬国土緑化推進機構常勤理事

近年，社会のさまざまな分野でボランティア活

動が展開される中にあって，森林・林業分野にお

いてもボランティアによる森林づくりへの参加が

注目を集めております。本稿では，わが国のボラ

ンティア活動状況全般について概観したのち，森

林ボランティア活動の動き，活動支援のための枠

組みづくり，活動推進事業の事例などについて記

述することとします。

1わが国のボランティア活動

わが国の経済社会が高度化する中にあって，

人々は地域社会への参加やlil己実現というような

新しいライフスタイルを求めるとともに，企業や

労働組合などにおいても，社会貢献活動への関心

が高まりつつあります。このような状況.ドで，政

府部門，企業部門に次ぐ第3の部門ともいうべき

市民活動（ボランティア活動）が活発化してきて

おり，今後のわが国経済社会の中で重要な役割を

果たすことが期待されています。

わが国一般市民のボランティアとのかかわりに

ついては,国民の60%がボランティア活動に関心

があり，そのうち，現在ボランティア活動に従事

している人は10％,過去に従事したことのある人

は20%で，全体の30%の人々が実際にボランテ

ィア活動にかかわっていると考えられています。

その活動分野としては，①自然・環境保護に関す

る活動，②募金活動・チャリティーバザー，③体

育・スポーツ活動，④社会福祉活動，など多面に

わたっています(総理府世論調査)。また，自発的

に社会活動を行う市民活動団体の数は全国で約

86,000団体と推定されており，これらの団体の主

に活動している内容を分野別に見ますと，社会福

祉系が37％と最も多く，次いで地域社会系と教

育･文化・スポーツ系がおのおの17％となってお

り，環境保全系（自然環境保護，リサイクル，公

害防止)の活動については全体の10％となってい

ます。その活動開始の時期については，1981年以

降のものが約6割を占めており，わが国のボラン

ティア活動の多くがいまだ緒についたばかりの状

況にあることがうかがわれます（経済企画庁，市

民活動基本調査)。

市民の社会活動参加に対する意識が高まる中，

市民団体が簡易に法人格を取れるようにする法人

制度と，市民団体に寄付したときその寄付金が損

金として計上（所得控除）できるような公益寄付
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生涯学習とボランティア活動に関する世論調査
（総理府・平成5年11月鯛査）
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金税制の改革を2つの柱とする法制度の必要性が，

ここ数年来，各方面から指摘されてきました。阪

神・淡路大震災の際のボランティア団体の活躍は

これらの動きを加速し，与党3党は平成8年12

月，国会に「市民活動促進法案」を提出，平成9

年6月，衆議院で可決，参議院に送付されました

(本稿執筆時点では，継続審議中)。本法案では，

限定列挙される12の項目を活動目的とし,10人

以上の社員と一定の組織を整える団体は都道府県

などに申請すれば法人格をとれることとなってお

り，法人制度については一定の制度化が図られま

したが，もう1つの柱である税制上の優遇措置に

ついては次の課題として残された内容となってお

り，今後の検討が期待されています。

以上のように，匡|民の間でボランティア活動へ

の参加意識が高まり，これらの活動を支援する法

制面での整備も進められつつある中にあって，森

林・林業分野におきましても，国民参加の森林づ

くりを一暦推進するため，いかにして森林ボラン

ティア活動を活性化するかが今後の課題と言えま

しょう。

2．森林ボランティア活動の動き

昭和50年代後半,森林の有する多面的な機能が

重視される一方，林業の停滞から森林の手入れ不

足状態が顕在化したことから，森林の整備は山村

の人々や林業関係者のみでなく国民全体の課題と

して取り組むべきであるとの気運が高まってきま

した。このような背景の下に，昭和61年3月，国

土緑化推進委員会(昭和63年3凡国土緑化樅進

機構と名称変更，以下「国土緑推」という）に設

置された21世紀の森林づくり委員会により，「国

民参加の森林づくり運動」が提言されました。本

提言は，人類共通財産ともいうべき森林の育成管

理は国や自治体，そして林業者やll｣村の人々だけ

に任せておくべきものでなく，国民1人1人がそ

れぞれの立場，可能な方法で森林づくりに参加す

ることを提唱するものであり，その後のわが国緑

化運動の基本指針となっているものです。国土緑

推では，この提言の趣旨を体し，平成元年，国民

参加の森林づくりの具体的システムを，①森林経

林業技術No.6701998.1

営参加型(分収造林･分収育林など)，②募金型(緑

と水の森林基金,緑の羽根募金など),③会員型(特

別町民制度など)，④ボランティア型（緑の少年

団，草刈り十字軍など)，⑤イベント･交流型（学

習･体験イベントなど)，⑥受読者負担型（水源林

基金など)，⑦間接賛助型(緑化宝くじなど）に類

型化して，その推進を図ってきました。この間，

提言において指摘されている水源林基金構想につ

いては9｢水源税」「森林・河川緊急整備税」の制

定を巡る議論を契機として，昭和63年3月，「緑

と水の森林基金」として具体化されましたし，ま

た，平成7年には，昭和25年以来続いてきた｢緑

の羽根」募金が「緑の募金法」により法制化され

たところです。

ここで，森林・林業に対する国民の意識につい

て総理府調査により見てみますと，平成8年1月

の調査結果では，何らかの形で森林づくりに参加

したいとする者は，全体の69.1％，また，森林づ

くりに参加したいと答えた人が挙げた手法として

は，①募金活動への協力を通じて(43.7％)，ボラ

ンティア活動を通じて(22.6％)，③分収育林制度

等に資金を出すことによって（12.6％）となって

います。また，森林づくりに参加したいとする国

民の比率を時系列に見てみますと，昭和55年

28.2％，61年53.6％，平成元年641％，8年

69.1％と，最近15年間で大きく上昇しているこ

とがわかります。

国民参加の森林づくり運動の事例として森林ボ

ランティアが社会的に注目を集め，初めて林業白

書に取り｣二げられたのは昭和61年度でしたが,約

10年が経過した平成8年度の白書では，国民参加

の森林づくりの中で独立した項l--|として森林ボラ

ンティア活動が取り上げられ，全国で約200団体

(平成8年2月現在)が活動を行っている旨の記述

がなされています。

現在，森林ボランティア活動は全国で展開され

ていますが，なかでも先進的な活動を展開してい

る東京，神奈川などを中心とする首都圏において

は，「森林クラブ｣，「浜仲間の会｣，「花咲き村｣な

どI-数のグループが積極的に活動を展開しており，



平成7年にはこれらのグループを中心に「森づく

りフォーラム」が結成され，情報収集，作業場所

の確保，技術研修，保険などの共通の問題点を検

討するとともに，各グループ間のネットワーク化

を図り相互に連携をとった活動が展開されている

ところです。

ボランティアグループの設立動機は，市民が自

主的に開始したものが多くなっていますが，一部

行政からの働きかけがあって発足したものや，逆

に行政批判の立場からスタートしたものなど，一

様でないと思われます。平成8．9年の2価Iにわ

たり開催されたr森林と市民を結ぶ全国の集い」

での討議結果から参加の動機について見ますと，

①身近な森林の保全に寄与したい，②森林内での

作業そのものを楽しみたい，③一定の技術を身に

着け森林整備に役立ちたい，④森林での作業を通

じ青少年の教育や地域のコミュニケーションを図

りたい，など変化に富んでいることがうかがわれ

ます。また，実際の活動形態も，①|到有林との間

で分収林契約を締結，②森林所有者の理解を得て

一定のフィールドを確保，③活動場所を|直|定せず

イベント等の形で活動，④都道府県や森林盤備法

人などが主催する普及啓発ﾖ礫に参加，などさま

ざまな形態が見られます。森林ボランティアの機

能・役割については，ボランティア側に「自分た

ちの運動を安111iな林業労働力としてとらえられて

は困る」との意見が見られます。他方，山側には，

ボランティアによる森林づくりを,｢林業労働力の

応援部隊として期待する｣側面がある一方で，「技

術的に未成熟なグループに対し11Iを任せることは

不安」との声も見られます。

3．森林ボランティア活動に対する支援対策

同様に森林ボランティア活動推進に当たっての

問題点を整理してみますと，①参加希望者の受け

入れ先，活動の場の提供者など森林ボランティア

活動にかかる基本的な情報が不足していること，

②現場での作業に当たり技術指導者・リーダーが

不足していること，③基本的技術の教育・研修が

不十分なこと，④活動資金が不足しており，事務

局スタッフや活動経灘が十分でないこと，⑤ブイ

5

－ルドの確保が困難なこと，⑥安全対策，特に，

事故のあった場合の保険体制の整備が必要なこと，

⑦週末日帰りなどの参加形態等から，まだまだ

｢面」的な広がりを持った活動の展開は難しいこ

と，などの点が挙げられています。

このような状況下で，国土緑化推進機構では，

森林ボランティア活動を推進するため以下のよう

なさまざまなボランティア支援事業を展開してい

ます。

●国民参加の森林づくり推進事業

ボランティア活動への参加希望者，市民活動団

体，活動の場の提供などに関する情報の収集．蓄

職・提供を目的とする「ネットワーク整備事業」

を平成8年度からの5カ年事業として実施中です。

また，ボランティアリーダーに対するリーダー研

修，全国およびブロック別にボランティアを対象

とした安全・技術研修を実施しています。

●森林基金事業

昭和63年にスタートした「緑と水の森林基金」

の造成額は180億円に達し，国土緑推と都道府県

緑化推進委員会が，普及啓発，調査研究，活動基

雌の雅怖，国|際交流の4分野の事業を展開してい

ます(平成9年度支州予算総額64億円)。このう

ち，国土緑推は中央事業として，①普及啓発機関

誌の発行，②森林づくりボランティア全国集会の

開催，③ボランティア活動事例調査，④緑の少年

付|活動への支援，⑤活動の場となるシンボル森林

の整備，などの事業を実施するほか，公募事業と

して59件の事業を支援しております。

●緑の募金事業

平成7年6月施行された緑の募金法第3条では，

｢森林整備等は……,国民の自発的な活動を生かし

て，積極的に推進されなければならない」と規定

されており，緑の募金は国民参加による森林づく

りを支援するものとして明確に位置付けられまし

た｡平成8年度の募金総額は全国で約19億円に達

しており，国土緑推と各都道府県緑化推進委員会

において，森林整備，緑化推進等の事業を展開し

ております。このうち，国土緑推では直接事業と

して，①ボランティア記念の森林づくり，②_上下

林業技術No.6701998.]
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流域のボランティアによる水源林整備，③全国6

ブロックにおける森林整備合宿，④都市周辺での

ボランティアによる森林整備，⑤ボランティアに

よる被災地域の森林整備，などの国内の森林整

備・緑化の推進事業に加え，国際緑化事業として、

①緑の募金による国際緑化活動推進に関する基本

調査，②ヒマラヤ山岳地域での村落周辺植林作業，

③アマゾン流域の森林保全活動，④アフリカ・サ

ヘル地域の緑化活動の4事業を関係ボランティア

団体の協力を得て実施中です｡また,公募事業につ

いては，国内の森林整備･緑化の推進について22

件,国際緑化事業について17件の事業を実施中で

す（平成9年度中央事業支出予算総額3．0億円)。

4．森林ボランティア推進活動の具体的事例

①森林と市民を結ぶ全国の集い

平成8年2月，第1回の「森林と市民を結ぶ全

国の集い」が全国から900名を超える参加者を得

て，東京で開催されました。この会議の日程やプ

ログラムづくりなどの企画運営はすべて市民ボラ

ンティア，行政，団体，学識経験者，林業関係者

から成る全国実行委員会が当たり（国土緑推は共

催),運営もボランティアスタッフの協力により行

われ，ボランティアによるボランティアのための

意義ある大会となりました｡会議は全体会と14の

分科会にわたって開催され，市民ボランティアの

視点から見た森林づくり，活動の場の確保，都市

と農村の交流，リーダーの養成など森林ボランテ

ィア活動推進に当たって各グループが直面する広

範囲な問題点について意見交換が行われました。

この集いは全国の森林ボランティアグループが一

堂に会し，行政や関連団体と一体となって開催し

た最初の会合であり，森林ボランティア活動の記

念すべき一歩となったと言えます（平成9年2月

には東京において第2回の集いを開催)｡過去2回

の集いを通じボランティアグループの全国ネット

ワーク化への第一歩が踏み出されましたが，今後

は，この集いを全国の主要ブロックごとに開催し，

森林ボランティア活動の全国ネッ|､ワーク化を図

ることが期待されています（第3回会合は，平成

10年2月21～22日，大阪で開催予定)。

休業技術No.6701998.1

フォレスト21さがみの森（春の植樹際）

②フォレスト21・さがみの森計画

平成9年春，神奈川県は津久井町の仙洞寺山国

有林において，ボランティア団体（森づくりフォ

ーラム)，国（東京営林局)，支援団体(国土緑推）

の三者一体となって進めるフォレスト21・さがみ

の森計画がスタートしました。すなわち，ボラン

ティア団体は山づくりの実際の労力を,!玉Iは活動

のフィールド(約5haの伐採跡地)を提供し，国

土緑推は，「緑の募金｣によって苗木や道具代など

経費面を負担するという三者の機能に応じた役割

分担の下に実施される計画です。本計画の特徴は，

5haの森林を将来どのような内容の森林にする

かという植栽計画や，森林の活用計画をボランテ

イア自身が立てるとともに，参加が地域の市民ボ

ランティアにオープンになっていることにありま

す。毎月第2土曜日を定例の活動日として山づく

りに取り組むほか，春の植樹大会，夏の下刈り大

会や木のクラフトづくり，秋の野鳥観察会など，

楽しみながら森林づくりを進めるというユニーク

な活動が展開されています。ボランティアによる

オープンな形での森林づくりモデル事業として，

将来は全国の主要地域に同種の計画が実施され，

地域の森林ボランティア活動の核となることが期

待されています。

③上・下流市民ボランティアによる水源林の整備

平成8年10月，群馬県水上町の国有林におい

て，全国公募ボランティア約600名により，ブナ

林の手入れを中心とする森林の整備作業が行われ

ました。この事業は，自然文化創造会議（略称



CCC)と地元水上町，水上営林署などをメンバー

とする森林整備実行委員会が企画・実行したもの

です。自然文化創造会議は平成5年に結成された

ものであり，前橋市に本部を，広島，福岡などに

地方本部を設消し，定年退職者を『|I心とする市民

の参加を得て，河川の環境整備をはじめ幅広く環

境保全面でのボランティア活動を実施しており，

その活動の一環として主要流域の水源林の手入れ

を毎年継続して行っているものです。なお，この

事業の実施に当たっては，地元の水上営林署が署

を挙げてボランティアに対する技術指導などに当

たっていることも大きな特徴です。

また，平成9年10月には，琵琶湖を望む淀川の

水源林において，滋賀県緑化推進委員会や森林組

合などから構成される琵琶湖。淀川水系水源林整

備実行委員会により，滋賀，大阪などを中心とす

る淀川水系の上・下流域公募ボランティア約200

名の参加を得て，森林整備作業が実施されました。

上~ド流の市民ボランティアが一体となった森林整

備は，今後の国民参加の森林づくりの大きな柱と

なるべき活動であり，全国主要河川での森林整備

活動を通じ地域の森林ボランティア活動の活性化

が期待されています。

5．おわりに

最近の森林・林業への関心の高まりもあって，

ボランティアグループは増えてきているものと推

定されていますが，大半の森林ボランティアグル

ープの活動の歴史は約10年程度であり，その活動

はまだ緒についたばかりです。森林ボランティア

の目的や活動タイプも，森林作業型，イベンl、．

交流型，森林学習型，森林レクリエーション型，

作業請負型，自主管理型など多種多様です。この

ように，目的や活動タイプが多岐にわたっている

こと自体，森林ボランティア活動が今後さらに発

展する可能性を秘めている証左とも考えられます。

1つの山に登るのにいくつものルートがあるよう

に，森林ボランティア活動にも性格や内容の異な

る多種類のものがなるべく多くあることが望まし

く，このことにより，市民の森林づくりへの参加

手法の選択肢が多くなり，陸I民参加の機会増加に
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つながると思われます。

森林・林業を取り巻く情勢が厳しい中にあって，

国民共通の貴重な財産である森林の整備を推進す

るに当たっては幅広い国民の理解と応援が必要不

可欠であり，森林。林業に直接携わる人々と一般

国民との接点として，森林ボランティアの果たす

べき役割は確実にその重要'性を増していると言え

ましょう。森林の保全が人類共通の課題となって

いる現在，今後は国内での緑化活動の経験を生か

して，その延長線上で海外での森林づくりに取り

組むボランテイアも多く見られるようになると思

われます。緑の募金法の提案理由説明の中で，キ

ャッチフレーズとして『地球を救え9r緑の羽

根」！』が掲げられましたように，「緑の募金」で

は今後,'ij民ボランティアによる国際緑化活動へ

の参加を支援することとしております。

また，本稿では，紙数の関係で触れることがで

きませんでしたが，市民のボランティア活動と並

行して，社会貢献活動の一環として会社を挙げて

緑化活動に取り組む事例が各地で見られるところ

であり，これらの動きと市民参加のボランティア

活動との間に協力・連携関係が確立されることが

望まれます。

国土緑化推進機購としましては，ボランティア

グループの皆様方との一屑の連携を保ちつつ，ボ

ランティア活動を通じて森林文化の継承と発展に

寄与する「緑のボランティア文化社会」の実現に

向けて取り組んでいきたいと考えています。

参考文献
1生涯学習とボランティア活動に関する世論調査平成
5年11月，総理府

2市民活動団体墓本調査報告書平成8年11月,経済企
画庁

321世紀へ．国民参加の森林づくりを昭和61年3月，
国土緑化推進委員会

4「国民参加の森林づくり」のすすめ方平成元年11
月，国土緑化推進機構

5森林づくりに国民の参加を平成4年3月，同上
6住民参加による流域の森づくり平成7年3月，同上
7市民が支える森林づくり平成8年3月，同上
8森林と市民を結ぶ全国の集い第1回報告書平成8年
2月，全国の集い実行委員会，国土緑化推進機構

9同上第2回報告書平成9年3月，同上
10ざ・ボランティア･NGOの社会学平成7年10月，

五月女光弘
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■特集森林ボランティア活動

森林ボランティアーfﾗ澱との
/14－入ナーシツフ

1森づくりの新たな地平

(1)東京の「林業ボランティア」

1987年6月6R,6人の都会に暮らす人々が雪

害木の整理に東京都桧原村の111に入った'〉。その

日，彼らは，作業を終えたこと，心地よい汗を流

したことに満足していた。山がきれいになったこ

とは，彼らにとって作業の結果でしかない。汗を

流すこと，山仕事をすることが，彼らにとっては

楽しいことなのである。山での作業を｢レジャー」

と言ってはばからない，そういう都市の人々が山

に通い始めた。彼らは毎月1回，第1日曜日に自

主的に山に入って林業の作業を続けている。それ

は今も変わりない。彼らのグループの名前を「浜

仲間の会」という。

翌88年には,福祉関係のボランティアグループ

r花咲き村｣が，東京都日の出町でも雪害水整理の

作業を始めた。その後いくつかのグループが活動

を始めるようになった。

このような林業ボランティア活動が東京で行わ

れるようになった背景には,86年3月に東京を襲

った大雪害がある。以来，森林所有者の多くは森

林・林業に対する関心を一気に喪失し，放置され

捨て置かれる森林があちこちに見られるようにな

った。一方で，活動を始めた人々の動機には，社

会が抱える問題へ自主的に加わり自分の持てる能

力を社会に還元したい，そのような自分を形成し

たいということがあり，かつての自然保護運動と

は違う新しい市民運動を生んだ。

(2)林業ボランティア「前史」

これまでにも森林被害を契機とした作業を伴う

都市住民による活動はあった。早くには，1967年

から続けられている早稲田大学の教職員，学生ら

による「思惟の会」がある霞)。きっかけは62年の

林業技術N().6701998．1

て
さなだつとむ

真田勉

東京都労働経済局晨林水産部林務課

三陸フェーン災害であった。岩手県-ド閉伊郡田野

畑村の焼失した山林約20haを対象に，大学が村

と分収林契約を結び森づくりを始めた｡30年以_l二

にも及ぶ市民参加の森づくりによる地域活性化の

模索が続けられている。

また，74年，富山県に始まる「草刈り十字軍」

の活動は有名である。造林地への除草剤の空中散

布問題に端を発するこの活動は，都市の住民，学

生が合宿をし，請け負って下刈り作業を行う。最

近,映画3)にもなり，各地で自主上映が続けられて

人々に感動を与えている。

この富山県の｢草刈り十字軍｣から86年に独立

して発足したのが「草刈り-|一宇軍・東京庵」であ

る。東京都桧原村で下刈り作業を行う東京庵に除

草剤問題はない。東京庵が引き継いだのは，請負

により下刈りを行うという作業形態であった。参

加者はそのつど募られ，夏期の1～2週間泊まり

込んで委託を受けた作業を終わらせる。参加者に

は作業歩合により経費を差し引いた報酬が支払わ

れるが，下刈りという作業だけを目的として市民

が集まり，作業をするということはこれまでにな

かったことである。これは，「レジャー林業｣とい

う言い方をして活動する浜仲間の会などへとつな

がっていく。

(3)市民参加の森林づくり4つ目の段階

近年，急速に広がったこのような，市民が直接

山作業にかかわる森づくりに至るまでには，戦後

すぐ．（1950年)に始まった｢緑の羽根募金｣，80年
もり

ごろから活発となった「森林の市」などの催しや

山村交流などのイベント，そして83年,84年から

の分収育林，「森のオーナー」という「国民参加」

の歴史があった。平たく言えば，市民は，まず緑



の羽根に森づくりを託し，次いで参加・交流する

森づくり，出資者として資金を負担する森づくり

を経て，今，時間と労力をi貞接提供する森づくり

を始めたのである。

募金，交流，資金の負担というこれまでの「国

民参加の森づくり」は限定的で，行政があくまで

市民に呼びかけ，仕かけ，働きかけるというもの

であった。ところが，自主，自立的にII1作業を行

う林業ボランティアは，このいわゆる｢国民参加」

とは異なる新たな地平を切り開くものであった。

自分の意志で市民が森づくりの「作業」に参加＝

行動するようになったのである。ただここ1，2

年，㈱国土緑化推進機構をはじめ各県で「森林ボ

ランティア」を「育成する事業」がスタートする

に及んで，再び行政が主導し始めた。この行政の

r事業化｣に，やはり市民参加を限定的にしてしま

うのではないかとの懸念を感じる。

2．行政と森林ボランティアの今

(1)行政の認識の程度

林業ボランティアは，支援として林業作業を行

うというもので，いわば林業の応援団と言ってよ

い。一方，ここ数年，丘陵地の雑木林などの里山

を対象にした自主的な森林盤怖の活動も広がって

きている。また行政が登録制度を設けたりして，

場所や期日を設定しての「森林ボランティア」の

活動も活発となってきた。

そこであらためて林業ボランティア，森林ボラ

ンティアとは何か？……内山節氏はr森に入って

森の作業をする人‘I)」を「森林ボランティア」とし

たうえで，森で汗を流してその行為を通じて得ら

れたことどもを伝え，広めていくこともボランテ

ィアの役目だとしている。

このような森林ボランティアに対して，行政の

中には「ボランティアなんだからダダでいいだろ

う」という認識がまだある。

確かに時間と労力はダダかもしれないが，いく

らボランティアの気持ちがあっても知識や技術，

道具それに機会がなければその歩みは遅い。ボ

ランティアとは，心の琴線に触れる捨て置けない

事がらに直面した人が，何らの代償をも求めない
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で行う行為である。森林ボランティアで言うなれ

ば，それは雪害や台風被害を受けて放置された森

林や，伐採後，植栽もされない山，間伐をしなけ
やぶ

れば健全となり得ない人工林，薮と化し，竹に侵

入された二次林や人工林などに対する市民の，や

むにやまれぬ気持ちの現れである。このような森

林の今日の問題は，林業の低迷が長く続き，所有

者が森林を林業的に省みることができなくなった

こと，森林を所有していることの意味を見いだせ

なくなったことに起因する。これらは，本来，行

政的に，あるいは社会経済的に解決されなければ

ならないし，解決のための施策なり社会的合意な

りがなされていなければならない。森林ボランテ

ィアは，技術を習得し，機会が与えられるなどし

て活動することにより，施策の内容をより充実さ

せるものとして有効なのである。したがって森林

ボランティアは，ダダとはなり得ないし，問題解

決の担い手でもなければ，その輪が広がればすべ

てが解決できると考えるのは大きな間違いである。

もう一つ忘れてならないのは，行政が，場所，

輸送手段，道具を用意し，指導者も派遣する「イ

ベント化した育成｣のことである。ここでは，「育

成」に参加することだけが「ボランティア」と思

われたり，行政が取り組みをやめたときには単な

る「イベントの参加者」となってしまう恐れがあ

るのである。

(2)森林ボランティアの力量
ゆえん

ボランティアのボランティアたる所以は，やは

り自立した個人が自主的に行動することにある。

その行為は無償である。したがって時間的にも労

力的にも自分のできること，百人百様のあり方が

ある。しかし一方で，ボランティアを必要として

いるときは一刻の猶予も許されないことであった

りする。より多くのボランティアの存在，層の厚

さが，ボランティアを必要としている事がらに対

して，より柔軟に，より適切に，かつ継続しての

対応を可能にする。このようにボランティアは，

自分にできることという自分の都合ではあっても，

その行為そのものは社会的評価を受けるのであり，

ボランティアはその行為に対して責任がある。そ

林業技術No.6701998．］
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の意味で，現状の森林ボランティアは,総じて，

まだまだ力量不足であると言わざるを得ない。

森林ボランティアの有効性を考えると，その専

門性と組織力に限界がある。責任の所在，あり方
あいまい

においても，暖昧，時に所在不明ということも起

こりうる。

個人にとっての森林ボランティア活動は，自己

実現の一つの有り様と考えられる。そうであるな

らば，個人の資質と能力により専門性はそれなり

に獲得され，向_こしていくであろう。むしろ，さ

まざまな人がいるということはさまざまなレベル

の専門性を有した人が存在するということであり，

そのこと自体は活動をより魅力的なものにする。

しかしこのことは同時に，現場をモザイク状の不

ぞろいなものにしてしまいかねないし，まとまっ

た成果を上げるにおいても不都合である。さらに

は個人にとって許される時間を活用しての活動と

なると，継続的に行ううえでの制約も出てくる。

加えて森林ボランティアの活動には，もっと大

きな限界がある。急峻な山奥や高齢木の森林の整

備は森林ボランティアには困難である。このよう

な森林には，どうしてもプロの，森林で仕事をす

る人々が欠かせない。このことは，森林ボランテ

ィアを労働力と考えることの誤りであると同時に，

プロの人々を考えることなしに森林ボランティア

を考えることの無意味さを示している。

森林ボランティアがその役割を果たしていくた

めには，ボランティア自身がその限界性を自覚し，

活動を通して責任を果たして，より大きな発展的

な組織力を持つ必要がある。ここで詳しく述べる

余裕はないが，東京都青梅市での羽鳥孝明氏らの

グループのこれからの活動や，神奈川県津久井町

の国有林での「フォレスト21･さがみの森｣の活動

など自覚的な活動はすでに始まっている。しかし

持続した活動の展開のためには，これまでの任意

団体組織では限界があることは言うまでもない。

いずれにしても，森林ボランティアとは，作業

がしたくて，楽しく汗を流すことを喜びとしてい

る人々であることだけは間違いのないことである。

休業技術No.6701998,1

(3)森林ボランティアと森林政策

市民が森づくりにかかわるということは，森林

を所有者だけのものとするのではなく，森林の果

たしているさまざまな役割を意識する受益者とし

ての市民にとっても不可欠な財産として，森林整

備の必要性を共有し，かかるコストを社会的に分

かち合うことができるようになるということであ

る。

ところが，今日の森林を巡る現状は，これまで

のような伝統的な林業活動によって森林が維持管

理されるという予定調和はもはや存在しなくなっ

ている。このような現実に直面して初めて森林ボ

ランティアが出現したが，これも必然であったか

もしれないが，森林を維持管理するシステムが社

会的に崩壊してしまったために，森林ボランティ

アが過度に期待され，労働力，新たな担い手など

とする誤解が生じてしまった。

森林ボランティアの活動は，有効性において限

界があるものの，活動を通して得た森林の現状や

森林と人間との関係，そして何より森林が人間と

生物の共有の財産であることを広く多くの市民に

伝えていくことでもある。森林ボランティアへの

過剰な期待は危険であるが，その社会的役割が十

分に発揮されるようでなければならないし，市民

参加の森づくりは,｢林業を通して森林を守ってい

る山村の人々の営みを守り，山村の林業家たちと

の連帯をめざしながら実現されなければならな

い5)｣のであって，そのような｢市民が参加する新

たな仕組み」が考えられ，進められる必要がある。

3市民と行政とのパートナーシップ

(1)行政とボランティアと

林業作業を続けるボランティアが役所に相談に

出向いても，役所は経験がないため適切に応談で

きない。相談もボランティアにとって都合の良い

夜間にしたいと思っても，役所では，これまた応

じられないことが多い。また日曜日に活動をする

ので技術的な指導に来てほしいと要請しても，役

所の対応は鈍くなりがちである。

このような役所の対応に業を煮やし，性々にし

てボランティアは，「役所は無理解だ,何もしてく
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提示してその責任を果たすことである。そして森

林のあり方，森づくりについて発言できる「力」

をつけて，さらにその活動を可能にする組織を構

築しなければならない。

市民と行政は，ともに今日の森づくりにそれぞ

れの役割と責任を果たしてこそ，次の世代へ引き

継ぐことのできる森づくりができる。市民と行政

との間には，情報の交換，連携，そして協働など

多様な協力関係が考えられる。市民と行政とは，

対等で，役割分担の下に互いに尊重し合うことが

前提であり，一定の緊張関係がなければならない。

そのためには，行政は市民との協働による森づく

りへと政莱を転換し，例えばボランティア育成に

おいても，一時のブームに終わらせることなく自

立，自主的な活動へとステップアップしていける

ようにすること，森林計画づくりに参画させるこ

となど，広く行政の公開と参加が約束される必要

がある。

このような責任を果たせる市民活動と公開・参

加が約束された行政とがかみ合ってこそ，信頼あ

るパートナーシップが形成(確立)されると考える。
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れない」などと批判する。しかし役所の側からす

れば，気持ちはわかるとしても「わがまま」との

印象をぬぐい得ない。

「林業行政の役所｣にとって，森林ボランティア

の出現とそれへの対応は初めてのことで，法令に

基づく規制，指導，許認可といったこととはあま

りにも違っていて，何らマニュアル（規則･通達）

があるわけでなく，市民から直接問いかけられ，

市民が行動していることに対する大いなる戸惑い

があった。このことは，森林・林業が，そして何

よりも森林・林業に関しての行政が，その行政が

あることも含めて，いかに市民から遠い存在であ

ったかを物語っている。また，ボランティアにし

ても，役所が「林業行政の役所」であることに思

い至れば，たやすく理解できたことなのである。

よく言われることは，ボランティアは足しげく

役所に通って相談，というより頼みごとをするこ

とであり，役所はボランティアが何をしているの

かをその目で確かめることであると。そこからお

互いの理解は始まる。

(2)信頼あるパートナーシップの形成

ところで，これまでの自然保護運動で見られた

市民と行政との関係は，対立の構図であった。そ

こでは市民は行政に対し「反対」を掲げ，行政は

市民に「君臨」することが多かった。

しかし，森林の荒廃を前にして出現した森林ボ

ランティアという市民の活動は，これまでの自然

保護運動とは具体的行動と提案を行うという点で

大きく違うものだった。だからこそ行政も戸惑い，

対応が「不器用」となったのでもあろう。

森林所有者や地元との調整，道具の貸し出し，

指導者の派遣，技術研修，けが・事故に対する協

力体制，団体の運営・ネットワーク化への支援な

ど，行政の役割は多い。このような側面支援ばか

りでなく，ボランティアが機能し，市民参加の森

づくりとなるように社会システムとして定着させ

ていくこと，制度化していくことこそが行政の重

要な任務である。

一方市民は，森づくりにかかわることの意義を

自覚し，「継続は力，信頼を生む｣ことを実践的に

●第44回林業技術賀：林業技術の向_上･林業の振興に
功細ある方々に本会より本質を贈呈･表彰しています。
各支部におかれましては，本年度の受澱候補者の推聴
を3月末日までにお願いします。

問合せ先：本会総務部盆03-3261-5282
●第44回林業技術コンテスト：林業技術煮諸氏の得
た成果・体験を発表していただく場で，本会主催。各
支部におかれましては,同じく4月20日までに推薦方
糧お願いします。問合せ先：_上記同。
●第9回学生林業技術研究論文コンテスト：大学支部
におかれましては,3月15日までに推薦方をお願いし
ます。問合せ先：上記同。なお，学部学生会員の方は，
各大学担当者までお尋ねください。

●第45回森林･林業写真コンクール：林業技術,森林，
農山村，緑化，森林レク等を題材とした四ツ切り1枚
写真（モノクロまたはカラー）を募集･締切：3月末
日。問合せ先：上記同。

協
会
か
ら
の

､

お
知
ら
せ

休業技術No.6701998.1
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■特集森林ボランティア活動

をはぐくむ森づくり魚
〃01、

晩秋のオホーツクの海の上を，今日も白鳥が美

しい弧を描きながら北の空から飛来してきます。

常呂町は，国定公園に指定されているサロマ湖

を有し，北海道では5番目に長い，サケの遡上す

る一級河川の常呂川が，町の中を二分するかのよ

うに豊かな水をたたえて流れています。その河口

には，地球上でも流氷が接岸する南限のオホーツ

ク海が広力ざっております。遠くシベリアの大森林

地帯を流れるアムール河から南下してくる流氷は，

森林からの養分をたくさん含んでこのオホーツク

海にたどり着き，やがて春の陽光の中でプランク

トン等を発生させたりして，豊かな森の恵みを残

して消え去っていきます。

北海道では5,60年前まで，各地の海岸で年間

100万I､ンものニシンが取れていたり，サロマ湖

でも種かきが自然発生していたのが，今はまった

く駄目になったのは，山や川岸を覆っていた原始

林が戦後の森林開発によって切られたり，昭和29

年の洞爺丸台風が全道の森林を総なめにして風倒

木の山を築き，山から木力rなくなったことに関連

して，ニシンも遠ざかっていったとも言われてい

ます。

以前，常呂川の水は飲料水にしていたほどきれ

いな川でした｡秋には10万尾ものサケがのぼって

いたのが,昭和28年に上流の市にパルプエ場や澱

粉工場製糖工場ができ，さらに都市排水によっ

て川が汚れ，サケの遡上も5,000尾に激減しまし

た。

昭和30年代には,上流から流れてきた工場の排

水，開発による泥水の汚濁によってサケが大垂死

し，そのときに漁師は，「海と山と川は一体，良い

森なくしてはきれいな水はなく，きれいな水なく

しては豊かな漁場はない」と川の浄化運動を始め

林業技術No.6701998.1

しんやきようこ

新谷恭子

徴
常呂漁業協同組合婦人部長

て，これらの工場を川の淵から撤退させたうえ，

昭和45年に全国で2番目の早さで水質汚濁防止

による水質基準が設定されました。このときに貧

しい漁師が，川の水をきれいにするために山に木

を植えようと川周辺の山を賊入して植林をしたこ

とが,今,漁協と婦人部の私たちが進めている｢魚

をはぐくむ森づくり」の原点となりました。

昭和56年に漁協は,オホーツク海とサロマ湖の

間にある砂州を「魚つき保安林」として造成を始

めたので，私たちは先人が残した「森と川と海は

ひとつ」との思いを引き継いで，今度は婦人部が

木を植えようと，春の帆立漁で浜がいちばん忙し

い時期に，ゴムガッパを着たままトラックで駆け

つけて「1本でも植えていくからね」と，カシワ，

ナラ，イタチハギ，トドマツ等10年以上も植樹を

続けています。今では見事に成長し，秋の落葉は

少しずつ腐葉土をつくり始めています。やがては

この養分や虫たちが湖に魚を呼んでくれることで

しょう。

昭和63年からは，上流の町にあるサケ･マスの

ふ化場周辺のlllが，離農した畑や牧場で荒れ果て

て熊笹で覆われ，保水力がなくなり，そのために

魚つき林の植樹のようす



子供たちの植樹のようす

湧水が少なくなって機能を果たさなくなったので，

組合はその跡地を買い求めて「水源かん養林」と

して造成を始め，この年から私たちは，その山ま

で片道1時間半ほどバスに揺られて植樹に4年間

通いました。ふだんは網をたぐったり魚を網から

はずしたりする手を，スコップやクワに持ち変え

て，熊笹に足を滑らせながら苗木を植えることは

大変な作業で，初めは「私は漁師に嫁にきたのに，

どうしてよその町まできて木を植えなければなら

ないの－｣｢今ごろ父さんと魚を取っていれば今日

はナギだから収入になったのに－」とあちこちで

悲鳴を上げる声が山にこだましました。しかし，

翌春その山に植樹に行き，枯れ枝のような苗木が

風雪に耐えて若葉を出して迎えてくれたときは，

わが子の成長を見るような感動を覚えます。昨年

の苦労もグチもすっかり忘れて，その日は夜明け

とともに主人と沖に出て漁を済ませ，後片付けは

家族に頼んで山に行くバスに乗り込みますが，こ

うして毎年植え続けた木は,この山だけで約12万

本のシラカバ，アカエゾマツ等の混植林となりま

した。

一昨年からは漁協青年部員や，小学校5年生の

社会科の勉強を一緒にしようということになり，

木を植えることの大切さ，苦労や成長の喜びを体

験してもらうためにもと，常呂川周辺の山に植樹

を行っております。

木は，植えてから40年50年しなければその効

果も現れないと聞きますが，今，子供たちが植え

ている木は，大人になったときに今度はわが子と

13

一緒に自分の子供のころを思い起こしながら，そ

の木の成長ぶりを語り継ぐことができるでしょう。

また，この昭和63年は,全道の漁婦連の創立30

周年でしたので，記念事業に｢お魚をふやす植樹」

をしようと，全道各地の婦人部が｢100年かけて

100年前の浜を取り戻そう」と一斉に山や川の淵

に木を植えだしました。そのころ全道の漁協は，

沿岸から沖合に，そして遠洋へと世界中で漁をし

ていたのが,200カイリの規制にあって,取る漁業

から育てる漁業への転換を余儀なくされました。

それは，資源管理型漁業への思考であり，そのた

めには漁場環境の保全が重要な課題となってきま

した。そのときに浜の母さんたちは，山に木を植

えて緑の山にすることが，川や海の水をきれいに

することであり，さらに豊かな漁場になるのだと

いうことに気がついたのでした。

今は，環境問題が世界中で問われている時代で

すが，漁師が魚を増やすために山に木を植えてい

ることを知って，全国のあちこちから「都会に住

んでいて，木を植えたくても土地がない｣また｢老

人だから木を植えることができないので」と，私

たちの気持ちを生かしてくださいと，金一封を送

ってくださる方々がいらっしゃいます。翌年私た

ちは，その方々の名札を付けた木を植えて，お礼

状と一緒に写真を送ります。このような善意の

方々の木も大事に育て，見守っていくことによっ

て，今後のオホーツクの浜も守られていくことで

しょう。

地球規模から見ますと，樹木の伐採の速度に対

し，私たちが仕事の合い間に行っている植樹活動

は，小さな数．小さな力かもしれませんが，今，

｢魚つき林」「水源かん養林」を造成することは，

漁業を営む子孫に残す財産であり，また地球に残

していく財産造りだとも思います。

先人の，「山が豊かになれば海もまた豊かにな

る」との思いを受け継いだ私たちの魚をはぐくむ

植樹活動も，次の代に受け継いでもらうことによ

って,100年かけて100年前の浜と自然を取り戻

すことがきっとできると信じて，来春もまた浜の

母さんたちは植樹に心地良い汗を流します。

林業技術No.6701998.]
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■特集森林ボランティア活動

｢いぶり下草刈りキャラバン隊

交流事業｣一漆諏77fﾗﾝﾃｲｱとの交流
はまだともこ

濱田智子から て

北海道胆振支庁胆振東部地区林業指導事務所専門指導員

はじめにティアと地元の林業関係者とによってキャラバン

北海道胆振東部地域の林業は，東西で性格が異隊を組織し，「人工林の下草刈り交流作業」を柱

なり，東側は人工林率が高く造林事業量も比較的に，「地域の自然体験」や「森づくり交流会」など

多いのに対し，西側は北海道第1位の木材輸入基3つの共同体験を行うという組み立てになってい

地苫小牧港を抱え，大手製紙工場を中心に木材加ます。ねらいとしては，森づくりへの住民参加の

工業が盛んです。しかし全体としては，千歳空港推進や山村と都市との交流促進，森林ボランテイ

から近い立地条件から大面積の山林が事業用地とアの育成などを目指し，さらなる波及効果として，

して取得されたり，不在村森林所有者が多いなど，地域の森林整備の推進や地域の振興に結び付けよ

森林整備に対する地域の基盤はあまり強くはありうというもので，胆振支庁が独自に企画立案する

ません。「支庁がつくる政策推進事業｣の1つとして事業化

私たちの林業指導事務所では，こうした地域へされました。平成9年7月に4日間の日程で行わ

の普及指導活動の一環として，地域の森づくりへれた行事の概要は，表のとおりです。

の機運を森林ボランティアという新たな風を呼び地域への印象

込むことによって活性化しようと,『いぶり下草刈最近は，全国各地から森林ボランティアという

りキャラバン隊交流事業』に取り組みました。言葉が聞かれますが，私たちの地域にとっては，

事業の概要これまでなじみの薄いものでした。そこで，ボラ

この事業は(図参照)，都市部からの森林ボランンテイアとしての参加者募集を円滑に進めるため，

本州などですでに活動実績のある団体(｢森づくり

フォーラム｣｢ひょうご森の倶楽部｣など)を通じて

募集をしたところ，林業への理解もあり比較的問

題意識の高い参加者に集まっていただくことがで

き，迎え入れた地元関係者には強いインパクトを

都市からの
ｩ."．､."ご易-J･･A

森赫ボラジテイア
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林業関係者
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日目

厚真町の民有林で開会式。ボニ

森林組合・林業グループほか）

流作業。

地域の優良カラマツ林地，天＃

漁別曲舗鱈さ;!:鴬職ﾏﾂ鎧ホ

ボランティア参加者と地域住民（役場'・

か）によるカラマツ造林地の下草刈り交

天然広葉樹木炭生産施設の視察。

第3
白薗

::‘-：

鰯霧篭蕊麗縛溌認織鱒蕊溌｛
壼灘識燕嬢雲蕊鍛讓誇琴
雨天のだめ森林散策と植樹を中止し，穂別地球体験館と博物館を見
学。千歳空港へ移動し解散。

第4

日目
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▲野外で行われた｢森づくり交流会｣(手前は地元テレビの
取材）

作業を終えて･･･なごやかな交流が見られましたし

与える結果となりました｡東京や神戸等,これまで

全く無縁だった都市住民とともに作業に汗を流し，

地域の課題を共有し,森林や林業について語り合

った4日間は，地元関係者にとっても1つの励み

となり，新たな連帯感が生まれたように思います。

また当初，最も懸念された「遊びや観光メイン

ではなく，下草刈り作業のような労働をうたい文

句にした行事に，都会からわざわざ人が集まるの

か？」という不安も一掃され，都市住民の環境保

全志向への高まりを再認識させられました。

課題と今後の展開

今回の行事は，地域にとって初の森林ボランテ

ィア導入の取り組みであったために，主催者側の

私たちは少々肩に力が入ってしまい，参加者の

方蒋が戸惑うような対応も一部あったようです。

本来自発的な活動であるはずのボランティアを，

行政が事業としてお膳立てする場合には，参加者

の主体性を認めた柔軟な体制を整えながら，継続

できる方向性を見いだしていくことが課題だと思

われました。また今回は，地元林業関係者と都市

住民との交流にも注目し，前例のないパイロット

事業としては既経験者の多いほうが効果が大きい

と思われたので，本州で活動している参加者を主

体に募りました。しかし，地域への活動の定着に

主眼を置くならば，これからは地元住民や日帰り

参加の可能な札幌圏からの参加者（すなわちリピ

ーター）を増やしていくことも，検討課題と言え

ます。こうした事業は，森林整備の面だけでなく，

地域の森林に新たな付加価値を見いだすさまざま

な側面を内包しているので，どの目的にウエイト

を置くのか，森林ボランティアをどう位置付ける

のか，どういう人たちを参加対象とすればよいか

など，事前に十分な議論を重ねることも大切だと

癖．……艤誇
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q真剣に草を刈る参加

者たち･･･（厚真町民
有林にて）

感じました。

この「いぶり下草刈りキャラバン隊交流事業」

は，今年度1回限りではなく3カ年継続の事業で，

来年は胆振西部管内での実施を予定しています。

地域林業の事情も自然環境も住民意識も私たちの

東部地区とは異なり，また違った波及効果を地域

にもたらしてくれることでしょう。2年後には再

び私たちの胆振東部地区で実施する予定ですが，

それまでの間，種まきとなった今年度の成果を，

ゆっくり熟成させていきたいと思っています。

おわりに

森林ボランティアが注目される理由には，森林

と人とのかかわり方が多様化してきている背景が

あるのでしょうか。地域の森林・林業の形態はそ

れぞれに多様で，すべて一様には語れないように，

森林ボランティアのかかわり方にも，地域の個別

事情にふさわしい形を模索していく必要があると

思います。私たちの地域，北海道胆振における活

動もまさにこれからです。今回の事業をきっかけ

に，地域の林業を支えているさまざまな方々，本

州で活躍されているボランティアの方々など，こ

れまでとは違った人と人，人と森とをつなぐこと

ができました。いろいろな立場から事業にかかわ

った70名余の方々それぞれが,この事業による出

会いや交流の中から，将来の森づくりにつながっ

ていく何かを見いだしてくれたのではないかと期

待しています。

林業技術No,6701998.1
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■特集森林ボランティア活動

林業家の立場から

都心から60kmのあきる野市養沢の私の山の

地域も，山に手を入れる家は極端に少なくなって

います。わが家でも父の代までは専業の林家とし

て生活してきましたので，材価が下降線をたどる

につれて法正林だった成り立ちが崩れてきていま

した。11年前の大雪害と6年前の父の相続でそれ

に拍車がかかりました｡作業員も減り,補充する余

裕もなく，作業の遅れが目立ってきました｡早急に

手を入れたい山がボランティアの技術練習の場と

なるのなら，どんなレベルの手入れになってもそ
りんどこ

れでよい,森林ボランティアグループ｢林土戸｣が

誕生して手伝いの申し入れがあったとき，そう患

いました。都市の人たちが山に入って林業の姿を

知ってくれるなら，それだけで大歓迎だとずっと

思っていましたから。でも優良木を育てようとす

る山林にはベテランの手しか入れられないのはあ

たりまえです。ボランティアに対する林業家の考

えは千差万別だと思います｡そこで,ここでは私の

受け入れ伽験記といったことを書くことにします。

＊＊＊

「ユウさん｣はわが家の古くからの作業員で，山

仕事一筋に生きてきた大ベテランです。斜陽産業

に働く者の常で，自分のやってきたことが世間的

にも経済的にも認められないという不満がありま

した。「林土戸｣が｢伝統的な林業技術の習得と翻

訳｣を目的にやってきたとき，「下手な手入れをさ

れたんじゃあ，おれが今までやってきたことが台

なしにされる」と反対でした。試しにやってみる

のだからと頼み込んで，やっと説得しました。

「林土戸｣が3人でスタートし，13年生ヒノキの

枝打ちを始めたとき，ユウさんは「林土戸」代表

の紅一点アツコさんにだけ手ほどきして，あとは

ときどきほかの山から仕事帰りに回ってきて，遠

林業技術No.67019981

｢林土戸」枝打ち林し

いけたに

池谷キワ子

日本林業経営者協会婦人部幹事

巻きに目を光らせるだけでした。ところが，彼ら

の“林業を知りたい，上手になりたい”という心

意気に触れるにつれて，心底面倒を見ようという

ふうに変わるのにそんなに時間はかかりませんで

した。でも，今でもボランティアに来てくれるな

んて信じられない，というのが口癖です。

それから4年，最初は月1回だったのが今では

3～4回の日曜日に，50名ほどの会員の中から7

～8人の人が参加して，熱心に作業を習っていま

す。私も当初から彼らと一緒に山に入り，下手な

がら山仕事大好きとなってしまいました。山は入

るたびに2度と同じ表情を見せることはありませ

ん。木々の色あいの変化，鳥の声，沢の音，自然

に咲く花，山ひだを動く霧遠い山々の重なる様な

どに囲まれて，経験者が初心者を指導するという

作業の形もでき上がってきました。ユウさん手づ
ナ･夕

くりのスギ間伐材の本梯子に乗って鉈で枝を打つ，

というのがメンバーのいちばんお気に入りの作業

となっています｡10代から60代まで,女性のほう

が少し多く，個性豊かな人ぞろいの彼らの醸す雰

囲気は，たいへん伸びやかであります。

「林土戸｣以外にも，わが家の山では｢森づくり

フォーラム」注')主催の「下刈り大会．あきる野会

場」が開かれて4回目となりました。このときは，

まったく山を歩いたこともないような人まで参加

しますから，事前に山道を整えたり，仮のトイレ

を作ったり「蜂とりボトル」潅2)を仕掛けたりと準



術がいります。「林土戸｣のように少人数で繰り返

し同じ山へ通ってくれる人たちでも，受け入れ側

では，さまざまな準備があります。仕事の場所の

下見をし，段取り，道具の手配や置き場，休憩所

の設営，駅からの交通手段などです。もちろんそ

れぞれのグループ自身で仕切ってくれますが，山

主側も十分な配慮や協力は欠かせません。特に心

配なのは甑故で，周知のように山仕事は危険がい

っぱいです｡2年ほど前「森づくりフォーラム」

が作ってくれたr森林ボランティア保,険」は，ほ

んとにありがたい存在となっています。よく考え

られた保険ではありますが，これですべてがカバ

ーできるわけではなく，心配は残っています。

次に，ボランティアの手が入ると山のグレード

はどうなるのかの問題です。経験が深まると腕も

上がってくるのですが，常に新規に参加する初心

者がいますから，山はまだら状のでき栄えとなる

のです。時に翌R手直しをすることもあります。

でも，もともと高品質林の生産をFI指す林分では

ないので，私は十分満足しているのです。むしろ，

下刈りや大刈り“)は大勢だとはかどり，大きな成

果が上がるので，その汗に対する代償をほとんど

渡してないのが心苦しい思いです。

奥多摩といわれるこの辺りの山は，東京の貴重

な緑としてどこにも増して公益的な役割を大きく

発揮しています。経済的に林業が力を失った今，

森林は個人のものというよりも都民の財産と言え

ます｡その山を手入れして，山をよい状態にもっ

ていく，切って人の役に立たせながら循環資源と

して利用する…だれがやるにしても，続けること

が人にとっても森林にとっても理想の形でしょう。

’度手の入った山はもう放っておいて元の自然に

帰ることはないのです。だから手入れができない

山はボランティアに開放してほしいと思います。

そして私がこの稿を書くに当たっていちばん言い

たかったことは，ボランティアの人たちが緑を守

注1）奥多艤地域の森林ボランティアグループの連合組織
注2）ペットボトルに窓を開け,酢,砂糖,酒巻混ぜ入れ；
春先に女蕊蜂をとる方法：

注3）除間伐前などにやる林謝のかん木切り

ぐお昼に火を囲む「林土戸」のメンバー
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ることを口で言うだけでなく身をもって実践し，

林業の存続の意味や楽しさを自ら発信していって

くれることです。私たちの口から出るよりずっと

説得力があります。特に，私がひそかに「林土戸

効果」と呼んでいるもの－それはユウさんが自分

の仕事に誇りを取り戻し，若い女性に囲まれて若

返ったこと，木の世話をしても無駄という風潮を

わが家から追い払い，都内でサラリーマンをして

いる夫まで山仕事に駆り出したこと，私に林業意
わ

欲を湧かせ，地域にも刺激を与えていると思われ

ることです。作業する若い大勢の笑い声が山にこ

だまするなんてず－つとなかったことですから。

あと，行政に望むことは，道具や施設のサポー

トはもちろんですが，夏の下刈り後はシャワーを

浴びられる設備もほしいですし，地下足袋や峰よ

け手袋といった少しプライベートな道具も負担し

ていただけたら，より参加しやすいでしょう。あ

る程度力をつけたリーダーたちに経済的支援や育

成講座，それもかなりプロ級のものを用意してい

ただけたらと思います。

奥多摩地域にさまざまな個性を持つグループが

自発的に生まれてきています。各グループはニー

ズに合った山主を探すこと。山主もグループの性

格を見極めて山を任せること。もうお互いの橋渡

し役を「森づくりフォーラム」や行政が行ってほ

しいです。できれば|司じ林分，同じ地域に長く同

じグループがかかわってほしいです。任意集合体

のグループにとって，これは難問かもしれません

が，そうすることで初めて林業の本来の姿がわか
こた

るし，自分たちが手入れするとそれに応えて成長

していく木を見ることができると，より愛着が湧

いて林業の醍醐味がわかるでしょう。それをグル

ープ全員やユウさんのような作業員や山主が一緒

に分かち合って味わっている。私はそこがボラン

ティア受け入れのいちばんの楽しいところだと思

っていますが，一方，経済林にボランティアを受

け入れる－私自身これでよいのかと迷うことばか

りでした。

以上，感じたこと，やってきたことを書いてみ

ました。

|:ｲ業技術No6701998.1
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■特集森林ボランティア活動

県民参加の森づくりを目指して
"ひょうこ蒜の貨婆〃"6蝿生

＝

一
一
一

シ
フ

勢
」
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》
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》
」み

上
３カ

－
一
一

み

’
兵庫県農林水産部林務課

豊かな森づくり推進室課長補佐

め，平成7年度から県の単独事業として，地元の

人たちだけでは管理が困難な森林を，森林ボラン

ティアの活動地として提供しています。仕組みは

次のとおりです。

1．はじめに

地球環境の危機が強く叫ばれている今日,｢人は

森に守られ，育てられ，ともに生きてきた」こと

を私たち1人1人が再認識し，森林の整備や保全

を一部の関係者のみにゆだねるのではなく，県民
はく禽<

共通の財産として，豊かに育んでいく必要があり

ます。

このため,兵庫県においては,“物の豊かさによ

って荒廃しつつある私たちの心に緑を”育むこと

を願って,平成6年度開催された第45回全国植樹

祭の成果のうえに，県民1人1人の参加の下，人

と森との共生を目指したrひょうご豊かな森づく

り椛想」を展開しています。

2．「森林ボランティア親林隊」の養成

県民参加の森づくりを進めるため，そのきっか

けづくりとして，広く一般県民を対象に平成6年

度から毎年，森林に関する基礎知識，管理と保全

方法等の講義，人工林の下刈り，除間伐・枝打ち，

植栽作業や里山林の柴刈り作業などの実技研修を

内容とした「森林ボランティア講座」を開催して

います。その修了者を，「森林ボランティア親林

隊」（名称は平成6年度一般公募）として登録し，

隊員手帳とヘルメットを交付しています。また，

親林隊の自主的な活動が定着できる環境を作るた

市町が「森林所有者・管理者」と「森林ボランティ

ア親林隊」を結ぶ「お見合いの場（説明会)」を設定

する。県は，お見合いの場の設定に対し助成する。ま

た，後の交際（森林ボランティア活動）については，

極力，双方の意志を尊重して末永く交際（継続した活

動)ができるよう，県，市町力漣携してサポートする。

3．「ひょうご森の倶楽部」の誕生

平成7年度，県下5カ所において森林ボランテ

ィア活動を実施しましたが，末永い交際に至らな

かった箇所が多く見受けられました。これは当初

から考えられたことです力ざ，親林隊の大半は都市

住民（結果的にそうなった）であり，受け入れ側

である農山村の住民との間には森に対する考え方，

例えば環境財と生産財，環境保全活動と経済活動

などのギャップや森林ボランティア活動という新

たな行動に対する理解度にも温度差がありました。

また，親林隊側にもリーダー的な人がいなかった

ことや，一体感が欠如していたことも大きな原因

の1つでした。

このため，活動を進めていくには組織づくりが

必要であるという声が起こり，親林隊員の一部が

中心となって組織設立の準備が進められ，平成8

年4月29日，約50名の親林隊員で「ひょうご森

の倶楽部」が設立されました。また，倶楽部は，

自主的活動組織として将来は独立を目指しており，

森林ボランティア活動だけではなく，広範囲に森

とのかかわりを広げていこうということから，多

くの，森に興味のある人に加入を呼びかけ，現在，

林業技術No.6701998.1
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会
役
費
員
入会金1,000円年会費1,000円

会長：岸ユキ氏（女優）副会長1名，運営委員20
名，監事3名（会員の互選で任期は2年）

活動の企画・立案を行うため運営委員で構成する運
営委員会を設置する。また，運営委員会には活動地
の調査，活動地リーダー会を開催する「森林ボラン
ティア活動部会｣をはじめ，「森とのふれあい活動部
会｣r倶楽部の森づくり部会｣｢広報部会｣｢総務部会」
を設置する

(社)兵庫県森と緑の公社内（当分の間）

しての活動地リーダーの必要性を実感しました。

そこで,倶楽部では平成9年度に行う県下14カ所

の活動地のリーダーを倶楽部通信を通じて公募し，

30名を選出するとともに，リーダー会議の設置，

｢実技研修」｢救急法」「リーダーシップについての

講義」などを内容とした1泊2日のリーダー研修
のぼり

の開催や，活動地ごとに救急具や幟旗を配備し，

活発な森林ボランティア活動の定着を目指してい

ます。

5．おわりに

現在，全|玉l各地において森林ボランティア活動

が朧んに行われていますが，その形態はさまざま

であり，市民が自発的に活動を行う形のものであ

っても，行政が主導する形のものであっても，そ

れぞれに多くの課題を抱えています。

兵庫県では，県政の基本方針である“こころ豊

かな兵庫”を目指す県民運動が進められてきてお

り，県民の1人1人が主役となって自らが望んで

いる地域社会をつくっていこうとする市民意識が

芽生えていたこと，県域内で阪神間の都市部から

都市近郊の平地農業地域，内陸部および日本海側

の中山間地域までさまざまな特徴のある地域が存

在しているなど，森林ボランティア活動の推進に

とって好条件が整っていたこと，また，「ひょうご

豊かな森づくり構想｣の下,｢ひょうご森の倶楽部」

の設立時から森林ボランティアと行政とのパー1、

ナーシップを保ち，相互協力・連携，役割分担を

行ってきたことなどにより，会員も順調に伸び，

活動も進んでいます。しかし，倶楽部は発足して

2年足らずで，まだまだよちよち歩きの状態であ

り，今後とも自主性を尊重して「ひょうご森の倶

楽部」が社会的に認められた自立した組織となる

よう支援していくとともに，「ひょうご森の倶楽

部」の活動が県民運動として定着し，森林を県民

すべての共通の財産とし

識

組織

事務局

会員は650名となり，日々増えつつあり，森林ボ

ランティア活動をはじめ，森とのふれあいイベン

ト，「倶楽部の森」づくり，機関紙「ひょうご森の

倶楽部通信」の発行など活発な活動を行っていま

す。

4．森林ボランティア活動

倶楽部の活動の中心である森林ボランティア活

動は，平成8年度に県下10カ所でスギ･ヒノキ林

での除間伐・枝打ちや里山林での柴刈りなどを行

いましたが，手探りの状態であったため解決しな

ければならない問題が多くありました。

このため，先進国に学ぶということから，平成

9年5月19日から25日の1週間，世界的に環境

保全ボランティア活動を展開しているBTCV(英

国自然環境保全ボランティアトラスI､）との合同

森林ボランティア活動や,BTCV,アメリカの

WCC(ワシントン州自然環境保全隊),ニュージー

ランドの王立野鳥森林協会の活動家，指導者を招

き，資金，人材，組織の運営方法，また行政とパ

ートナーシップなどをテーマとした「森林ボラン

ティア国際シンポジウム」を開催しました。

運営委員をはじめ，多くの会員や一般県民の方

が参加し，いろいろのことを学ぶことができまし

た。特に,BTCVの指導者との合宿活動は，森林

ボランティア活動を定着した運動とするためには，

コーディネーター役と

林業技術No.6701998.]
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■特集森林ボランティア活動

森"ボランテ
ひときかい

ひろしま人と樹の会

ら

松枯損木の伐倒からスタート

私たちの活動は，松枯れの水を倒すことから始

まりました｡｢林立する松枯損木をなんとか処理で

きないだろうか！」という思いが，私たちの会を

生み出したといえるでしょう。

私にはマレーシア・サラワク州での3年余りの

生活体験があることから,｢愛する熱帯雨林を憂う

シンポジウム」にパネリストとして招かれる機会

があり，そこでボルネオの熱帯雨林と，そこに住

む先住民のお話をしたときに，私たちの足元の松

枯損木処理について訴えました。絶えず地球規模

で環境問題を考え，取り組む萌要性とともに，さ

らに大切なことは自分たちの慨かれている身近な

課題にも取り組むこと，そしてその2つの状況を

1つの事として眺め，統合し考えていくことの関

連性を話しました。そして市民がみんなで緑の環

境保全のために汗して働くボランティア活動を，

ここ広島で生み出せないものかという問いかけを

しました。

その事にすぐに応答してくださったのが，広島

県林務部の方々で，桜井充弘さんが私の所へこら

れ，市民による森林ボランティアグループの組織

化について協力要請を申し出られました。一介の

市民の投げたボールを行政サイドが受けて，すぐ

に返球してきてくださったことに感動し，二つ返

事でお受けしました。

第llWl目のボランティア活動は1992年5月,山

陽商速道路の宮島サービスエリアの近くの広大な

松枯れ林の一角で伐倒処理作業に取り組みました。

準備不足にもかかわらず．新聞報道や口コミで約

80名の方々が参加しました。

このときの参加動機には共通点が2つありまし

た。1つは，だれもが，あの林立する松枯れに心

仲堆技術No.6701998.1

あらかわじゆんたろう

荒川純太郎

鰯
広島牛田教会牧師あやめ幼稚園園長

ひろしま人と樹の会会長

を痛め，何とかできないものかと思っていたこと，

もう1つは，一般市民が身近にだれでもが参加で

きる森林ボランティア活動を探していたというこ

とでした。

市民・行政・林業家の三つどもえで

私たちの会は「植樹」からでなく，松枯損木の

｢伐倒｣から始まったというユニークな側面を持つ

とともに，市民・行政・林業家の三つどもえとい

う特徴があります。

私たちの活動には，当初から県林務部から林業

専従者への呼びかけがあり，プロの方々が自前の

チェーンソーなどを持参でボランティアとして参

加してくださっています。松枯れの大木を倒すプ

ロの方々の作業には，目をみはっています。市民

ボランティアの素人にとって，林業家の方々は，

チェーンソーの扱いや刃物の研ぎ方から山に関す

るさまざまな知恵，知識，体験に至るまで多くを

教わる尊敬すべき先生です。行政サイドの方々は，

決して表に出て目立つようなことはなく，市民を

立てて市民中心のボランティア活動としての位置

を明確にされています。三者が刺激し合い，相互

補完して，さまざまなことを学び合うという，よ

里山整備を終えて



卦里山の中に子供が遊べる

コーナーを作ったところ

き緊張関係を保っていますが，ときには激しい議

論になることもあります。そのことから，おのず

とお互いにいろいろな制約があることも思い知ら

されることにもなります。例えば，松枯れ防止の

ために農薬の空中散布担当の立場にある人がおり，

林業家には後継者不足，人手不足からさまざまな

合理化を必要とする問題があります。市民の中に

は，農薬空中散布反対，林道づくり反対という立

場の人もいます。それら対立的な関係にあると思

える人たちが，主張にのみこだわり批判ばかりす

るのでなく，とにかく，ともに森に入って汗を流

しながら考えていこうとしているのが私たちの姿

勢です。

具体的活動について

以上のように，三者がともに働くことのメリッ

トを十分生かすために，「ひろしま人と樹の会」

は，できるだけ緩やかな規約の下に以下の3点の

目的を持っています。

①森を育てる：森林体験活動を通して，森林に

親しみ，緑の育成に貢献します。

②人を育てる：「森林の育成」作業を通して，

森に学び，地球環境に深い関心と行動力を持

つ人を育てます。

③ボランティア精神を育てる：森林でともに汗

を流すボランティア活動を尊重し，みどりの

景観づくりに貢献します。

具体的活動は，1～2カ月に1度「現場セミナ

ー」と称する森林保全のボランティア活動が中心

です。そのほか「会報」の発行，座学による研修，

他団体とのネットワークの協力・参加等があり，

作業現場はその時々に要請を受けた所へ出かけて

q「ひろしま人と樹の会」
シンボルマーク

2］

行く形を取っています。松枯損処理，

人工林の下草刈り・枝打ち・間伐，

遊歩道・登山道等の確備，炭焼き，

植樹，移植，木炭による水質浄化試

験，里山管理作業，草木自然観察，

間伐の根曲がり材によるアルプホル

ン製作，シイタケ栽培，夏季キャン

れています。特に松枯損木をタマ切プなどが行われています。特に松枯損木をタマ切

りにして炭を焼き，それを広島市内の縮景園の清

風池とその水路に敷き詰めた水質浄化の試みは，

大きく注目を集めました。

活動の課題

私たちの会は，そのスタート時点から比較的荒

っぽい仕事が多いためか，女性に敬遠される傾向

があります。また活動の現場があちこちに変わる

ために，年間を通した森林作業活動が見えるよう

な現場がほしいという要望があります。ホームグ

ラウンドのような里山があれば，女性にも子ども

にも定期的に同じ現場にかかわり，なじみ，愛着

が持ってもらえます。

幸いなことに現在，広島県賀茂郡豊栄町からIIII

有林の提供を受けており，これを本格的に身近な

里山管理の森として定着させ，家族連れでいつで

も触れることのできる森づくりを進めていくこと

が課題です。さらに山県郡八千代町から提供して

いただいた土地に，念願の自分たちの炭窯を作る

ことができたこともうれしいことです。

レイチェル・カーソンは「子どもたちに必要な

ことはセンス・オブ・ワンダー（神秘的な感性）

です。『知る』ことは『感じる』ことの半分も重要

ではないと固く信じています」と語っています。

自然のホンモノに触れ，森林の美しさ，未知な

るもの，神秘的なものに目をみはる感性を，子ど
催ぐく

もたちの中に育みたいものです。そのために，私

たち大人はもっと意識的に自分の責任としてとら

え，積極的に子どもたちに働きかけたいものです。

家庭の主婦や若い女性，特に次の世代を担う子ど

もたちが日常的に私たちの会に参加し，21世紀の

森林ボランティア活動に興味を持てるような配慮

をしていきたいと願っています。

林業技術No.67()1998.1
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■特集森林ボランティア活動

森林｡緑づくりのボランティア団体一覧(抄）
平成8年2月

林野庁調べ

北海道

青森県
〃

岩手県
〃

〃

〃

宮城県

秋田県
〃

〃

山形県
〃

〃

〃

〃

〃

福島県
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

茨城県
〃

〃

〃

栃木県
〃

群馬県

埼玉県

千葉県
〃

〃

〃

〃

東京都
〃

〃

〃

〃

神奈川県
〃

〃

新潟県
〃

〃

〃

●｢緑の募金そのすすめ方」（1997)，細国土緑化推進機構企画･編集より，一部改変u

●記職は，「都道府県名ボランティア団体名活動内容Jの順に配列。
●ボランティア団体の連絡先は、各都道府県の緑化推進委員会等（★印）にお問い合わせください。

北海道ボランティアレンジャー植樹・育樹活動……．．････････…･…･・

ジャパンブナフェスティバル実行委員会ブナ植樹等．．……．．………･…

ふるさとの植物を観る会公共施設等の樹木管理

南小梨自治会キャンプ場にサクラの植栽，管理・・…･………．．……･‘

飛ヶ森キャンプ場をきれいにする会植樹祭の1値栽木の管理
田老町漁業協同組合婦人部海を磯かにする目的で民有林にナラ弊械栽

★細北海道国土緑化推進委員会壷011-261-9022

★細青森県緑化推進委員会狂0177-73-8787

★細岩手県緑化推進委員会窓0196-25-0310

★棚宮城県緑化推進委員会丑022-211-3075

★細秋田県緑化推進委員会公0188-60-1929

★財山形県緑基金丑0236-30-2524

★牡)福島県緑化推進委員会a0245-24-1480

★卿茨城県農林振興公社狂029-239-7131

★細栃木県緑化推進委員会公028-659-7372

★棚群馬県緑化推進委員会壷0272-21-8728

★細埼玉県緑化推進委員会a048-824-5978

★㈱千葉県緑化推進委員会窓043-225-3181

★卿東京都森林整備公社丑0425-22-8741

山形村森林組合青年部下刈等の実施

みどり十字軍広梁樹の柵栽，スギ林除伐，枝打・･………｡．…
秋田森の会・風のハーモニー楠樹，自然観察会等…-．……

八塩山麓会サクラの植戦，サクラ苗木配布等

海と川と空の塾白神111地にブナの植栽，林業作業体験

東根市花と緑の会公共施設に緑化木の植栽…･…･…．．……

愛宕山公園協賛会公剛の~ド草刈，樹木の管理
千歳山の松を守る会千歳山にマツの植栽，下刈

市民の森の会公共施設に緑化木の植栽

大山公園愛護会公園に緑化木の植栽および管理
山王森の緑を育てる会市内に緑化木の植栽および管理

会津若松市記念植樹の会公共施設等の植樹………･………・・

桜植樹実行委員会猪苗代町内にサクラの植栽

柳津町老人クラブ連合会林道沿線の下刈，雪起し
フオレストはらまちカシ類をII｣心に市民参加による植樹等

国見山に親しむ会高ノ倉ダム周辺にサクラの植栽，下刈等
豊かな緑を育てる会河川敷にサクラ，ケヤキの植栽

あかまつ会公共施設周辺にアカマツの植栽等

町と城と風の会中村城跡の緑化および管理

千年の森の会雑木林の間伐，下刈等．…．．……･………．．……

雑木林で遊ぶ会つくば市内の康散林へ植樹，下刈，間伐等

雑木林の会蝿lllにおいての下刈，間伐等
宍塚の自然と歴史の会雑木林の下刈，観察会等

報徳愛林会林業士指導による下刈，枝打等…･…．．…･………
森林づくり熱血隊民有林のド刈，枝打等

森林（やま）づくり塾体験林業を通じて自然，林業等を学ぶ
戸田の川を考える会水源を守る実践として源流地域で植栽等

谷当グリーンクラブ森林を使ったアウトドア（下刈，枝打等）

千葉の自然に親しむ会緑化推進に関しての普及啓発

江戸川環境ネットワーク雑木林調査，自然観察会等
フォーリスト市原クラブド刈，間伐，枝打3学習会等

勵佐倉緑の銀行自然保謹および緑化推進

浜仲間の会多摩地域での下刈，除伐，間伐，枝打等．．……・
花咲き村両多曜郡での下刈，雪害被害木の整理等

ユース仲間の山分収造林した山林の育林作業等

森づくりフォーラム多摩地域での下刈，シンポジウム等
草刈り十字軍・東京多摩地域での下刈

大楠山自然公園整備組合火楠山植樹，間伐，枝落とし等・・…

焼山愛好会公閲にシラカバの植栽，下刈等
卿かながわ森林財団県内全域で植林，下刈，間伐，枝打等
関川村さくらの会河川政にサクラの植栽，下刈等．．……．．…・

神林村さくらの会河川敷にサクラの植栽，下刈等
東蒲自然同好会樹木保謹，巨木調査等
城山会樹木ラベルの設侭、観察会等

★側)かながわトラストみどり財団盆045-201-1111

★拙新潟県緑化推進委員会aO25-225-3160
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小中学校緑化推進援助

日尊の倉山のブナを守る会樹木ラベルの設置，観察会等

新発田市緑・花振興協会市民植樹祭，育樹祭の開催
紫雲寺町ふる里のみどりと桜を守る会堤防サクラの管理，小中学

与板町林業振興会公園の緑化

柏崎植物友の会倒木処理，下刈等

育林ヘルパー公社造林地の下刈，枝払い等．･･･…･…･…･…．．”…・・

草刈り十字軍高校生の夏休みを利用した下刈（請負）

石川の森づくり推進協会県内全域で植林，下刈，施肥等………
ブナの会村有林にブナの植栽，保育

永平寺町生活学校ドングリの育補，植栽，保育等．…………．．…･・

ふるさと・ねっと吉田塾広葉樹の植樹，保育等

賛21もやいの会植栽するブナの育苗，山へブナの播種

ドラゴンリバー交流会森林部会植樹，水源探索
小山をよくする会サクラ苗木の配布等

気比の松原を愛する松原海岸の樹木保護等

年輪の会愛宕山下刈，枝打，樹木保護・…･…．．……．．……･…･…“
和田山もみじ街道愛護会国有林内道路周辺にモミジの植栽，下刈

百日紅の会サルスベリの植栽

寺所桜を育てる会サクラの植栽，下刈，保護管理等

宮脇二十日会神社，公園等にサクラの植栽
軽井沢どんぐり運動の会ドングリの収集～養苗，植栽，管理…‘

平成桜の会県道沿線にサクラの植栽，管理

下諏訪桜いっぱいにする会公共施設等へサクラの植栽，管理

戸隠山のブナを守り育てる会ブナの植栽，下刈，施肥，保護管理
高遠老人クラブ連合会高遠城祉へ桜の植栽

箕輪町花の道推進協議会広域農道へミツバツツジの植栽
上田山草会森林公園にシャクナゲの植栽

山本商エ会公園にツツジの植栽

上久堅越久保区街道総いにサクラの植樹等

上久堅森つつじ会道路法面にツツジの植栽

川路4区公園に花木の植栽等

矢高中央公園愛護会公園樹木の手入れ

鼎壮年団山林愛護会山林作業等

高森町老人クラブ新田支部県道沿いにサツキ植栽
中谷桜会県道沿いにサクラ植栽

千成会県道沿いにサクラ植栽等

三耕地老人クラブ集会所周辺のサクラの木の手入れ等
冨田老人クラブ公園にツツジの植栽

大鹿村婦人会公園にサクラの植栽等

南信濃村老人クラブ連合会堤防，公共施設へツツジ，サクラの植栽等
清博士むらづくり委員会国道沿線に花木の植絞

勵妻篭を愛する会中山道にミツバツツジ等の植栽

緑を守り育てる岐阜県民の集い植樹活動・…･……．．…………･･･………･

しろとり「さくら道」の会サクラの植栽，保護等
中津川市シデコブシの会シデコブシの植栽，保護等
城山を愛する会城山桜公園へサクラの植栽，保謹等

加子母村庭木生産クラブ公園等の緑化木の選定剪定等
福岡町親木会林道にサクラの植栽，公園緑化等

白い花の里をつくる会村内に花木の植栽等

チョンボ会公園周辺にツツジ植栽

明智町労働組合協議会町内モミジの保育

小坂の桜を育てる会町内のサクラの保護・保存等

高山市林業士会市内のサクラの保護・保存等

チンカブ会スギ，ヒノキの植栽・育成

ホリデーフォレスターズ体験隊森林・林業体験活動，参加者の技能研修

富士山フォレスターズ森林・林業体験活動，参加者の技能研修

高蔵寺ニュータウンの緑を育てる会ニュータウン周辺にドングリの植栽等

枝垂桜保存会町内公共施設等に桜の寄蛎

トヨタボランティアセンター公共、無償性を基本に植樹、下刈，間伐等

…★紬とやま緑化推進機構公0764-33-6100

★財石川県緑化推進委員会丑0762-42-5()50

★細福井県緑化推進委員会窓0776-66-4447

★財山梨県緑化推進機構盆0552-26-6279

★財長野県緑の基金丑()26-232-01]1

★棚岐阜県緑化推進委員会壷058-273-7577

★細静岡県緑化推進協会壷054-273-6987

★棚愛知県緑化推進委員会
La052-963-8045
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世界の桜の園を創る会市内にサクラの植栽

街路樹愛護会街路樹の保謹等
愛知県青年団協議会樹木の配布等

BM会東南アジアでマングローブの植林

尾鷲グリーンクラブ公園の保護手入れ……..…………..……..….….….………★細三重県緑化推進協会壷0592-24-9100
明和町みどりの会緑地造成

多気町ひまわり会緑化運動

松阪に緑をふやす会公共施設の樹木の手入れ等

．..………………….….…………….….……….….………….....…….……….…………･……一・★財滋賀県緑化推進会盆0775-22-7828

天橋立を守る会天橘立の松の保存……………………….…………...….….….…...．．★京都府森と緑の公社壷075-451-8338
亀岡山野草を守る会イワツツジ補植作業

みどりすとトラスト運動対象地にて下刈等森林作業..……….…….-...…★側>大阪みどりのl､ラスト協会丑06-949-2110

府民の森パークレンジャー自然公園施設での自然解説等

いばらき・ふるさとの森林（もり）つくり隊茨木市共有林の枝打等

森林ボランティア親林隊（しんりんたい）県内全域で除間伐，枝打等の森林作業・・………･…★㈱兵庫県緑化推進協会

ブナを植える会ブナの植栽，管理，観察会LaO78-341-4070
ドングリネット神戸ドングリを預け苗木を受け取る

…..………….………….…....…….“...….…..…......….….……….……………….．………･･･★(鮒奈良県緑化推進協会丑0742-24-0200

はしもと里山保全アクションチーム雑木林の伐採，‐ド刈等……………-．………★卿和歌山県緑化推進会盃0734-32-4111
高野山自然公園自然体験，自然観察

市民の森プロジェクトクロマツの植栽，下刈，施肥等
熊野自然保護連絡協議会ハマボウの保護と植樹

杉の雫．吟醸の会111仕事体験ツアー（下刈）等….…….……………．.…一･･★細鳥取県緑化推進委員会壷0857-26-7307
河畔倶楽部サクラの保護管理

大東下分友神会大東西小学校周辺の緑化，ツツジの植栽……….………･…･★曲島根県緑化推進委員会a0852-21-8049
山尾谷林道開設促進協議会林道山尾谷線沿線にサクラの植栽

亀嵩観光文化協会林道沿線にツツジの植栽

長見壮志会浜川ダム湖周辺サクラの保護，管理

三階町みどりの会三階農免道沿いのサクラの保護，管理

浜田市に桜を育てる会浜、市内にサクラの植樹

椎の木会サクラ，ツツジの植栽，下刈等

杵束地区コミュニティ活動活性化協議会県道沿線にツツジ，サザンカ等の脳戦等
自然と趣味に生きる会六日町市コウヤマキ自生地保護等

西ノ島町造林実践本部黒木御所記念植樹，下刈

美しい森林づくりの会ドングリの植紋，管理．……..……･………･･･………･…．．★細岡山県緑化推進協会壷086-224-2111
清徳会花木の植栽群
旭町老人クラブ連合会1111.内空き地等にサクラの植栽

成羽町商工会青年部町Iﾉ1サクラの械栽，下刈等

久米南町老人クラブ連合会公共施設周辺植栽管理

ひろしま人と樹の会松くい虫枯損木処理，植樹，下刈，枝打等．．.”……････…★柚広島みどり推進機構公082-228-2111
愛する熱帯多雨林のために再生紙で名刺を作る会県内で広集樹の植樹祭
自然を慈しむ会脚然公閥内での植樹等

御領大石を愛する会神辺町の景勝地の植樹，下刈等
黒滝山を愛する会黒滝山の植樹，‐ド刈等

綾目壮年会松くい虫柚損木処理

大和をよくする会松くい虫枯損木処理

..……………….….…－….………..….…..…..….………………･……･…”…………･･･…･★卿山口県緑化推進財団壷0839-22-0651
由岐町観光協会緑化部会サクラ，クス等植樹，下刈等．“……･…－．.…･…･……★細とくしま森とみどりの会査0886-52-5406
海部町妙見山公園保勝会妙見山周辺にサクラ植樹，下刈等
貞光町役場道路沿線にサクラ植樹，下刈等
美馬町観光開発同盟会竜王lll,三頭山周辺にサクラ等植樹，管理

西井川林業クラブ神社等に植樹，下刈等

どんぐりボランティアネットワークドングリを預け苗木を受け取り値栽，徹理……･…････★卿香川県森林公園管理協会
LaO878-31-1111

拙志島ヶ原保謹協会松くい虫枯損木処理，少年団による植樹等．．…･…････……．．…★卿愛媛の森林基金丑0899-41-2111
上柏公益会公共施設にサクラ等植樹
L.M.birdsひじかわ小鳥の森植樹（実のなる木）

伊野林業研究グループ林業普及活動等．｡………･………．．……･……．．………･･-……☆柚高知県森と緑の会念0888-22-5281
みどりの会公園の緑化活動および小学生の実践活動指導

'1錐技術N().6701998.1
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民有林で間伐等

｡…･……………．．…･★財福岡県緑化推進機構盃092-733-8877

ジの植栽，管理……･……★財さが緑の基金公0952-25-7136

足摺岬の自然を守る会足摺illll周辺にツバキの植栽，管理

中土佐町ランドスケープ委員会サクラ，イチョウの植樹，民有林で｜
はかた夢松原の会松原の復元のためマツの植栽“･･…………･……”

佐賀市金立町老人クラブ連合会河川の土手にサクラ，ツツジの植栽，
高木瀬を愛する会多布施河畔にサクラの植栽，管理

甲斐野城ぶら住み成す会県道，林道に植樹活動
あくまき公共施設等にアペマキの植栽
あおぎりの会公共施設等にアオギリの植栽

せんだんの会花木植栽

吉田クラブ公園，駅周辺に花木植栽

久里地区緑と花を育てる会公圃等へ花木植栽
浜崎みちくさ会国道，通学路に花木植栽

小山田の会山田地区内サクラ，ツツジの植栽，管理

湯の里会公共施設に花木植栽，管理

ペンタライオンズクラブ林道，公園に植樹活動

平之壮年部平之神社に花木植栽
火之元緑化会公園に植樹，管理

星賀緑化会植樹活動

満越イロハ会植樹活動

明星桜を育てる会明星桜の保謹管理，桜祭りの|淵催
久原2区長寿会公共施設の緑化，植樹祭等
郷土の歴史を育てる会モミジほか広葉樹の植栽

野歩路会公園擢備，登山道植樹

福富町桜の会サクラの植栽，サクラ祭りの開催等

鹿島市桜樹保存会旭ヶ丘公園にサクラの植栽，管理

塩田町園芸同好会公共施設の樹木管理

赤崎緑の少年団町有林の下刈等・…････……………･．．…･………･…･”
江ノ島生活改善グループ松くい虫枯損木の処理等

舟志もみじ会地区内モミジ植栽，下刈，除伐等

九州電力営業所日田営業所日田市内において植樹，下刈，枝打等

全逓大分県地区本部青年部日H;I市内において植樹，下刈，枝打等
下永の内老人クラブ公園周辺の緑化等．…･…･…･……………”

椛木岳郷の会ツツジ，シャクナゲの植栽等

木馬会国富森の下刈，保育作業等

小林さくらの会小林市内サクラの植栽，施肥等

中国同人館中国および甲突川上流で植樹，下刈等・・･･･････････
霧島連山自然保護協議会動植物等保護のためのパトロール等

霧島ボランティアレンジャー協識会自然観察会等

知られざる森林ボランティア点訳
『私は東北に住む島貫美江子と申します。

御社で編集されたAという図密の筆者と専

門用語の読み方，それと図を言葉で表現す
る際の注意点をご教示いただきたいのです

が』何か出版のご計画でも？『いえ，ボラ
ンティアで点訳を進めておりますが,森林・
林業方面は素人なものですから』これも
りっぱな森林ボランティアではないかと捕

感。質問にお答えして，とにかく点訳の世
界を拝見しようと，最寄りの日本点字図蕎
館（東京都新宿区高田馬場1-23-4,丑03-
3209-0241）を訪ねてみました。

同館は点字書や，朗読の録音テープなど
の郵送図書館で，返却・発送部所の効率的
な人と機械のコンビネーションが印象的で
した。録音室はけつこう広い規模のものか

ら個室まで15室あり,朗読ボランティアは

約130名,年に約1千巻,400タイトルの実

級を上げています。また，点訳ボランティ
アは約230名,パソコン点訳幣は年に約2,

300冊，従来の点字器や点字タイプライ
ターによる手稗き点訳番は年に約200冊と

なっています。

一方,｢平成7年度全国点字図醤館実態調
査報告書」によると，全館合計の蔵譜総タ
イトル数は点字図瞥が約43万,録音図書が

約33万｡うち,森林･林業関係は昨年9月時
点でも点字形態で何と36件しかありませ

ん。点字図瀞比率だけでも0008%,この
数字をどう受け止めればいいのでしょうか。

さて，島貫さんに2～3お尋ねしてみま

しょう。普段は主にどのような分野の点訳

★細長崎県緑化推進協会公0958-23-3529

★細熊本県緑化推進委員会盃096-387-6195
．．★紬大分県緑化推進機構冠0975-45-3363

★細宮崎県緑化推進機構公0985-31-7759

★側)かごしまみどりの基金盃()992-25-1426

★㈱沖縄県緑化推進委員会丑098-834-5044

を？『話題の小説や随筆集ですが，最近，
富山和子著「森は生きている」を点訳しま
した』

ボランティア登録者ですか？『点訳ボラ

ンティア「仙台ろくてんの会」に所属し，

全国（パソコン）ネッI､ワークの「てんや

く広場」へは宮城県点字図書館より登録し
ています』

編集者等に望まれることは？『不明な点
は図書館等で調べますが，正確さを要求さ

れますので，専門用語，難読文字，人名等
にルビが付いていると大変助かります』
島貫さんは点訳を通じ，日本の文化は森
林を抜きにしては考えられないこと，森林
や林産物などから人々がどんなに癒されて
いるかを痛感したそうです。そして森林を
守っている方々に，心から感謝したいとの
ことでした。（編集部）

林業技術No.6701998.1
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海岸ブナ林

を調査して
くどうじゅいち

工藤樹一

・櫛森県治山課

凸凸■凸■■凸凸由中｡■申宇－わ一守早●早■■■‐こ』■＝＝｡＝早争争

は じめに

仏ヶ浦 『

（,'f" LL_l9

花絆列島といわれる南北に細長く連なったわが国は，

地域によって気候が大きく変わるため，森林の型は一

様になりえない。その中で，私の住む青森市は伝統的

な森林淵区分である棚観（催占櫛による方法）によれ

ば「ブナ帯」に屈し，狐組成を亜祝する植物社会学的

観点からすれば「ブナクラス」にあたる。

しかし，現在，夏緑広葉樹林であるブナ林を観察し

ようとすれば，それなりの時間をかけて山地帯まで行

く必要がある。だから，どうしてもブナは，「山の木」

のイメージが強い。

ところが，今回ご紹介するブナ林は，ブナの葉ずれ

の向こうに潮騒が聞こえる。間近の陸奥湾からウミネ

コがゆったり川面を滑ってくる姿に，突然，ジュウイ

チの素早い飛翔が蕊なる。5月の連休のころは，風物
象ぷ

詩，シロウオ漁をする人の向こうにブナの新緑が眩し

い。ここは，海抜ゼロm地帯である。

ウミネコが舞い，潮の香が漂うブナ林の存在に気づ

いたのは,今から20年前｡ヘビノネコザをはじめとす

る鉱山跡地固有の植生調査のときだった。

調査地のあった川内lll1.は，大正年間，銅鉱の採掘が

醗んだった。かつてはIIIIのほぼ中央に位置する，川内

川中流の安部城地区には，9世紀初頭（大同年間）の

開山伝承を持つ鉱111があったほどだ。同様に，宿野部

川中流には，上流の西又沢および金八沢から採掘した

銅鉱を精錬する「大正鉱lll」があった。土地の人によ

れば大正年間，粘錬用の石灰が陸奥湾を挟んだ対岸の

夏泊半島束岸の浅所から運搬され，宿野部港は大いに

にぎわったという。

調査当時，閉鎖後，数十年以上を経過したはずの精

錬所跡地に放侭された真黒なズリ11lには，ススキ・イ

タドリ・ムツノガリヤスを除けば，植生の侵入は見ら

れず，森林を改変してしまった鉱III開発のツケを垣間

見たような気がした。

林業技術No.6701998.1

▲写真①水田越しに神社北方のブナ・スギ林を望む

(辛うじてブナが見える。左方が宿野部川）

km

さて，今ではlil地帯まで後退してしまった

ブナ林だが，有史以前は，海岸近くにも分布

と思われる。それが人間の生朧活動や、それしていたと思われる。それが人間の生朧活動や，それ

に伴う定住化によりしだいに原価生は失われ，他の植

生に置きかわっていった。

広葉樹林とともに栄えた縄文前・中期の代表的な遺

跡，青森市の三内丸山。同遺跡を持ち出すまでもなく，

ブナ・ナラ林は繩文の原風蛍である。その森の断片と

いうべきものが，容易にアクセスできる場所に残存す

ることの驚きは,直径1mを超すブナを|霊|のあたりに

するたびに生起する。以下は，その縄文原風景を想起

しながらの，いわば「繩文林」の短報である（写真

①)。

1．調査時期および調査地

1997年5月中旬，青森県下北郡川内町の『金七五三

(かなしめ)神社｣境内のブナ林において，ブナの生育

状況の確認調査を行った。

金七五三神社は，同町宿野部（しゆくのべ）の宿野

部川河口から北へ300mの同川右岸に位慨する。

地元関係者によれば，その由来についてはよくわか
まつ

らず，周辺各集落が八幡宮を祀ることが多いのに対し，

同神社の存在は珍しいという。

ただし，前出の安部城地区にも同名の社があるので，

かつて両地区で鉱山業力輔んだったことを考えれば，

鉱山神と関連があるかもしれない。なお，地区では，

毎年8月16日を宵宮,17～18Hを木祭とし,地区内で

神楽の門打を行っている。

2．調査方法

成立しているすべてのブナの胸間ilX径(DBH),胸高

幹囲(DBL),樹滴(H),樹冠投影面獄を測定した。

樹高は，コンパスにより仰角を測定し，関数魎卓を用

",tan9に水平距離を乗じて樹高を算出した。

3．調査結果

(1)ブナ毎木調査

確認されたブナは全部で19本であった。内訳は,神
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画拶ラン哩詞
▼表①縄文原風景

一海岸ブナ林毎木調査結果
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社境内に14本,旧参道沿いに4

本，境内と旧参道との境に1本

である（表①，図①)。

ただし，胸高幹囲がそれぞれ

236m,2.30mの枯損木が2本含まれている。枯損木N(l2の約2m

北には胸高幹囲2.7mの倒木があった。南方に倒伏していたが，かな

りの原形が地上部に認められたことから近年の倒木と思われた。また，

胸高直径で2.9mの伐根が1本確認された。

現在,成立が確認されたブナの胸高直径はすべて20cm以上となっ

たが，このほか，胸高直径2cm未満のものが散見された。

なお，表①の測定項目は境内林に限ったが，測定外の5本は，いず

れも樹高20m以下，胸間直径30～70cmの範|jl:1であった。

ブナの最大胸高i貞径(DBH)はブナNQ4の1.15m,岐小胸間直径は

ブナNo9の0.21mであった。それをヒストグラムで見たものが図②

で，0.4～0.5に最大値が現われている。

樹高(H)はブナNUM脈R
NO1が29.1mと最

大であった（写真

②)｡最小はブナNQ7

の7.6mである。そ

れをヒストグラムで

見たものが図③であ

るが,15～20mに最

大値の7本が現われ

ている。
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▲図②海岸ブナ林DBHヒストグラム
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▼表②海岸ブナ林

樹冠投影面積
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▲図③海岸ブナ林HEIGHTヒストグラム
3 …

､●“●｡o･ceq
e●●合●■

:｡:｡:｡談認。
O◆｡､●■
も｡◆●少.●.●．
be①●申■

b●夕.eもeF.q

鍵･魂｡:｡：
､伊・9G句金6◆q
■●●申。号

b●必●心｡●●eq
c｡。●●qリ

》

胸高幹囲(DBL)の最大はブナ恥4の3.62mで，

DBHの順位と一致している。最小はブナ恥9の0.65

mであった。それをヒス|､グラムで見たものが図④で

あるが，1～1.5mに般大値が現われている。

樹冠投影面職はブナN(llの153.7m2が最大で,最小

はブナNO12の12.2m2であった(表②)。その度数分布

は図⑤のとおりである。

なお，調査林内に樹高21.9m,胸高幹囲2.56mの

ミズナラが1本見られたが，樹冠投影面積では，最大

占有面積のブナNnlに次ぐ134.9m2であった。

(2)植生調査

植生調査は,ブラウン=ブランケの植物社会学的方法

により，コドラートを3カ所設置し，被度および群度

の把握に努めた(表③)。平均調査方形区面稜は,76m2

であった。3方形区における出現種数は最多で26,最

小は21であった。各調査区で共通する高木層(Bl)

は，ブナおよびスギであった。方形区1が出現種数で

最高となった。調査区3では，亜高木層にホウノキが

見られたが，林縁のため出現したものと思われる。低

木層(S)の各コドラーI､共通種はオオバクロモジであ

り，次いで，ブナ，サクラSpであった。草本層(K)

では，2調査区でともに見られたものは，フッキソウ，

マイヅルソウ，フキである。オオウバユリはブナの枯

損木が集中していた水路側で見られた。山地帯のブナ

林を特徴づける|随伴して出現するチシマザサは，調査

区2，3では欠いていた。

4・まとめ

(1)ブナ毎木調査

確認されたブナの本数は19本であった｡ヒストグラ

ムを見れば，中径木が多いといえる。樹高は15～20

m，胸高直径は0.4～0.5mに最大値が現われている

ことからわかる。

原因は不明ながら，宿野部川右岸堤防に近接した凹

ｄ
▲
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卦図⑤樹冠投影面
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0204(）608(）l()01201‘1(）160180，1

地域において，直径1m以上の枯損木が2本,倒木1

本および伐根1本が見られたのは気になる現象だ。

当地のブナは，河川改修以前，もっと多かったとい

う話もあるので，今後は，水位の変動をもたらす人為

的作用はできるだけ避けるべきと思われる。

また，境内のブナのうち，特に社殿後方のブナ(F4)

に，腐朽菌の着生など，樹勢の衰えが認められた。そ

の理由として推定されることは，社殿後方のブナは数

十年生のスギ林に囲まれているため，受光錘の減少な

どスギに被圧されている可能性が高いという点だ。

一方，旧参道沿いのブナは樹高が20m前後とはい

え，生育は旺盛であった。水路に並行するI11参道沿い

のブナは，水平・垂直両方向にも優占していることが

生育状況が良好なことに反映しているものと思われる。

ただし，水路沿いであること，地元で定倉と呼ぶ小屋

の土台がブナの根際に迫っていることが，今後，ブナ

の肥大成長に干渉することが予想される（写真③)。

今後，ブナの保存を集団的に|21るならば，被圧して

いると思われるスギの間伐など，ブナにとっての受光

スペースの確保といった施業が必要となろう。
うつ

なお，諺閉された現状況下では，ブナの称樹は認め

られなかった。仮に母樹が残存したとしても，既述の

ように稚樹が育たないようなI二l照簸しかない現在，後

継樹が育たないのはむろんのこと，枯損木が続出する

ならば，母樹そのものが減少することによるブナの滅

失は避けられず，いずれブナはスギ人工林に埋没して

ゆくものと思われる。
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▼表③宿野部海岸ブナ林植生調査表
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創
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29

いずれにしても当地の海岸ブナの

保存を考えるならば，①着生キノコ

(腐朽菌）の存在，②地下水位の変

動，③スギ人工林の成長などの干渉

および影響項目の点検が必要である。

(2)植生調査

温還指数上45～85がブナ帯だが，

北限が北海道黒松内町であることを

見れば，指数と実際のブナ分布はパ

ラレルではないことはご承知のとお

りである（なお，最近の青森市の温

並指数WI:WarmIndexは77.

8)。

当地で見られたブナ林の構成種は，

ミズナラーブナクラスの下位単位で

ある。スギ人工林に極めて隣接して
かく

いることから，典型的な種組成が攪
あん

乱されているものの，オオバクロモ

ジ，エゾユズリハ，ヒメアオキなど
▲写真③旧参道脇（東）のブナ（倉の

の低木|曾の出現は，かつて当地が，
土台が迫っている。背後は水略）

広範なブナ林であったことを思わせ

る。

なお，スギ林内の低木層は貧弱であり，コドラート1～3に出現した

樋の多くは，高木層がブナである場所に限られていた。

おわりに

現在,森を語らずば人に非ずの風潮がある。書店に行けば鵜しい森に

関する本が売られている。著者はどのレベルでどんな森を想起し，何を

語りたいのだろうと，それらの本を手に取りながらいつも思う。

私は昨年5月，朝日新聞青森版に連載中だった「青森樹木紀行」に当

地のブナを取り上げた。森を時間のスケールで身近に感じる場所に最

適，というコンセプトからである。

今回は,l司じブナ林をサイエンスの視点で見た｡調査結果の解釈は読

省に委ねるが，白神山地のブナ林報道に隠れた､平地林としての価値を

持つ海岸ブナ林を，世紀末が迫った今，報告しておきたい。実は，海岸

ブナはここだけではない。西隣の脇野沢村にも，北津軽郡小泊村にも見

られる。

いずれこれらの海岸ブナ林にも知的好奇心のメスを入れたいと思っ

ている。ブナの分布は興味が尽きない。今回は，「山の木｣が｢海の木」

であったことの驚きの発見をご披露して，拙い報告を終わる。

なお，調査にあたり，「青森エコサーベイ研究会｣の杉山徹,猪狩尚

の両氏には,悪天候のなか調査に協力していただいた。記して感謝申し

上げる。
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カモシカの呼び名語彙（補遺･訂正編）
1ｱｲシｼー ｶﾏシカ

北村嘉寳（きたむらよしたか,三重県海山町在住）

(抄)」の中で，14種追加した106種について紹介した

が，その後収集したもの，既報の補遺・訂正，文献名，

分布地域名等を加え，あらためて163種の呼び名を紹

介することとしたい。

はじめに

カモシカの呼び名については，本誌460号(1980)

に「ニホンカモシカの呼び名の変遷」と題して92種

を，また，488号(1982)では「カモシカの呼び名語彙

【凡例】呼び名はアイウエオ順だが説明のしやすい順に一部置き換え，通

し番号を付して配列。呼び名ごとの記載は「解説･由来」「呼び名の分布地

域」r文献｣の順。なお，「呼び名の分布地域｣の裸害は都道府県名を，［］

謀は郡･市･地方名またはl.l.l岳名を示す。また，「文献」は初出のみを記戦

し，便宜_上（）付き斜体数字の通し番号を付した。同年発刊のものは併

記したが，呼び名の分布地域関係の文献は膨大なため割愛した。

【用語注】隠語：仲間以外の者には，わからないように作られた言葉。符

丁。マタギ（又鬼）言葉：東北地方の山間部に生活していて，冬になる

と雪中の山野を駆け巡り，クマ、シカ，サル，カモシカ，キツネ，ムジナ

などを狩猟していた集団が，里人にはわからない言葉を作り，違反行為が

あると制裁されたという，最も古い部類の隠語で「山言葉」ともいう。

手「和賀］・山形[東根，西田川，西置賜］･宮城［白石，刈
田］･福島［耶麻]･新潟［北蒲原，中蒲原]･長野･滋賀岬

賀]。（3）菅江眞澄(1801)』雪の道奥,雪の出羽路一眞澄遊
覧記。

注：アゥオの語源はアオと同一で，オを発声するときの

"生（う）み字”のウの音が特に強調されたもの。ともにマ
タギ言葉であるが,新潟県北蒲原郡赤谷郷,青森県西津軽郡

の一部では方言となっている。青森[西津軽]。（ダ)後藤興
全(1940):又鬼と山窩、書物腱望社。

【ア】

1アイジシ（アエジシ）アイ（エ）とは雪崩のこと

で，雪崩に打ち倒された宍（シシ（エ)，カモシカ）を指す

隠語。新潟|・北蒲原｣。(1)簡怖文太郎(1937):東日本に於

ける狩猟省とその狩猟,11I岳,I1本山岳会。

2アエメ夫婦連れをいうマタギ言葉で，アオシシの
アオと犬婦のメとを11み合わせた呼称。秋川[雄勝]｡(2)

菊池慶治(1950):東成瀬村における又鬼（マタギ）の今
昔．自欝出版。

4アオケラ地方によってケラは鍵(みの)のほか換物

や獣をいうが，毛皮を蓑に利用していたマタギたちが『ア

オ』と組み合わせて呼んだもの。ちなみに熊は，クマケラと
呼んでいる。秋田I北秋田、卜I1利]･新潟[北茄原]｡(5)武

藤鉄城(1932）：秋田のマタギに就て，民俗学。（6）長尾宏
也（1932）：山郷風物誌，竹村啓房。

3アオ(アウオ）体色が似ていることから黒馬(アオ）

になぞらえた隠語｡アオはもともと腎毛の馬をいうが,江戸
期から昭和初期にかけて東北の馬雌地では，黒馬をアオと
呼んでいた。

このほか,①肉が少々あお臭いこと,②皮をなめすと皮裏

が青くなること,③顔の色が帯青色を呈すること,④体毛に
ときおり紫黒色の毛が交じり，遠望すると鷲(アオ）く見え
ること,⑤体毛に綿毛が多く，冬期には毛の中が青く見える
ことなどが語源だとする税がある。また,古代n本の色名に

明（アカ),lW(クロ),"(シロ),"(アオ）があり，古

くはカモシカの体色から漢(アオ）と呼んだとするもの，『ア

ホ』の副上ったものとする説などがある。青森[東津軽，西津
軽，南津軽，中津軽，三戸l･秋田I山本，雄勝，仙北1･岩

5アオザイマタギ言莱であるが，諦源を記したもの

は見当たらない。推測するに新潟県北魚沼郡の大白川地力
では，岩石の上などが青く凍っている所をアオザイと呼ん

でおり，おそらく新潟地方に出猟したマタギたちが,岩クラ
の上にたたずむカモシカを見て，里言葉のアオザイを呼び

名に転用したのであろう。新潟「北蒲原]･文献(J)に同
じ。

6アオシカアオとシカとを組み合わせた方言である。

林業技術No.6701998.1
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背森[中津軽」・群馬･新潟|_岩船」・山梨l中巨摩

静岡。（7）伊豆国産物並絵|削帳(1736)一享保
物帳。

南巨摩l･

元文諸国藤

に同じ。

16イソイソノトリのド略称で隠語。尚知l幡多]･文
献（9）に同じ。

7アオシシシシ（宍）はもともと肉（シシ）を意味し

ており，主として食肉獣を指す。『アオ』と宍（シシ）を組
み合わせたマタギ言葉である。青森[中津軽，西津軽，南津

軽，北津軽]･秋田[北秋田，山本，雄勝]・山形[東根，東

田川，西村山，東村山，最上，西置賜，飽海，尾花沢]・岩

手［岩手，下閉伊l･宮城［白石，刈旧，栗原，加美，玉
造，仙台l･福島I耶摩，南会津，西会津，河沼」・新潟l中

蒲原，東蒲原，北蒲原，北魚沼，岩船」・群馬[利根]･l11梨・
富山［立山］・長野。（8）蒲原郡小川荘間組滝谷村産物

(1716～40)－享保・元文諸国産物帳。

17イッボンヅノカモシカの角は，鹿と遮って枝分か

れがない1本立ちなので，隠語としてイッポンヅノと呼ん

だもの。大分～宮崎［祖付山1。（〃)加膝数功(1958):祖
母，傾山群における熊の過去I限とカモシカー祖母，傾自然
公閲開発促進協談会。

18イッボン1本立ちの角を持った鰍という意の隠語。

奈良(吉獅1･仲西政一郎(1949）：奥満野の狩りの話，あし
なか’15，山村災俗の会。

19イッボンヅノのシカ語源は『イッポンヅノ』と|司じ
で，シカと組み合わせた隠語。宮崎I西諦叫↓]。（〃)黒木一

男(1974）：宮崎カモシカ調査,VULPES,vol.1-3.4,九
州野生動物研究会。

8アオシアオシシのド略称で隠語｡福島｡（9）臼井邦
彦(1956～58):山村猟師語彙，全猟，全円本狩猟倶楽部。

9アオタアオと女の卑称であるメンタなどに使われ

る『ン夕』とを組み合わせ、アオンタとしたのがアオタに靴

った隠語と考えられる。秋田。（〃)西海富雄(1952）：熊の
出る秋，全猟，17-11。

と『ニク』と
一郎(1977）；

20イツボンヅノのニク『イッポンヅノ』

を組み合わせた隠語。滋斑I11噸]。（ﾉ8)中|
比良山の尚然譜，ナカニシヤ出版。

10アオスス東北地方ではシシをススと発音するので

文字としてはアオススは存在しないのではと思ったが，ス

ス単独の記録もあり，したがってアオススは,アオとススの

組み合わせと，アオシシの誰ったものとの2とおりが考え

られるマタギ言葉である。岩手・新潟。（〃)橘本畷助
(1939）：山形県の峨乳類。

21イデコ2歳仔をいうマタギ言染で，マタギたちの

住む里では,人間の子供をイデと呼んでいるので,カモシカ

の仔を区別するため,イデに指小辞の．を付けて,イデコと

呼んだもの。熊の仔もイデコという。新潟I北茄原1。（〃）
金子総平（19.12）：越後赤谷伝承民俗雑記，旅と伝説，15‐

6，三元社。

11アオンコ体毛が，晴天時の淡い空色に似ていると

ころから名付けられたもので，アオの鹿（力）がアオの鹿

(．）となり，さらにアオンコと歌った隠語。福島［南会
津]・山口辿氏の書簡による。

22イリコ仔一般をいうマタギ言莱で，『イデコ』と区

別するため，デをリに変えてイリコとしたものと考えられ
る。新潟｜北蒲原1．文献（9）に同じ。

23イワシカ（イ八シカ）イワは岩，つまり岩禰地をい

うが,カモシカはこのような場所に好んで居着くので,岩場

に機（す）む鹿という意で名付けた方言。静岡|､周智l･山

梨［南巨摩1・長野|上伊那，下伊那|・大阪・兵庫。

注：大阪や兵庫にはカモシカは楼んでいないが，他県か
らの入猟者や他県への出猟時に知った『イワシカ』という呼

び名が,当該地域の狩猟社会に定着したのであろう。(20)伊
藤圭介(1876):n本産物志，文部省。

12アツツマタギたちは，正月になるとシの音は死に

通ずるとして忌み,アオシシやクラシシというのを避け,ア

ツツと変えた｡おそらく最初はアオツツであったのが,語呂
の関係でオを抜き，アツツとしたのであろう。新潟I岩

船]｡(")文化庁(1978):狩猟習俗<1I>。

13アノマタギ言葉で,大型のカモシカをいう。中位の
大きさのものはホノという。語源は不詳｡秋田[仙北｣。(〃）

武藤鉄城（1938）：青シシの話、旅と伝説，11-5,頁元社。
Kシシ，肉）と

長野|上伊那，
信漉国高遠領産

24イワシシ（イ八シシ）岩場にいるシ

いう意の方言。鮮馬・山梨・静岡I富士l

飯田｜・滋賀。(")71j江三郎右術門(1735):
物帳一束保・元文諸国産物'隈。

14アホカモシカの無警戒さに対する蔑称で,阿呆(ア

ホー)を転用した隠語。岐阜[恵那］･三重。（〃)伊藤武吉・
角田保(1969）：カモシカのセンサス中間報告，日本カモシ
カセンター。

25イワトリ（イ八トリ）岩場のイワと『イソノトリ』
で述べたトリとを組み合わせて，岩鳥(イワトリ）としたも

の｡いま1つは,カモシカは岩場でたやすく棚らえられる獣
なので，岩捕(イワト）りと名付けられた方言である。神奈

川l中，足柄上］・静岡･岐阜I大野，吉城］・奈良［吉野]・
和歌山.大分～宮崎「傾山1。（22)菅江眞澄(1807):美香幣
乃馨路僻（ミカベノヨロイ）－慎澄遊覧記。

【イ】

15イソノトリ－般にイソとは,海などの水際(みずぎ

わ)で石･岩の多い所をいうが，地方によっては切り立った

岩壁や，断崖絶壁の岩l11から崩れてくる土砂や雪崩の跡な

どもイソといい，カモシカはこのような場所にも生息する。
一方,1､リは烏のことで，カモシカの鳴き声が，けたたまし

く鳴くカシドリ（カケスともいう）に似ているので，磯にい

る鳥に似た獣という意の隠語である｡高知[幡多1.文献(9）

イワ『イワシカ』やI‘イワシシ』『イワトリ』と同義
イワはこれらの下略称であろう。方言で,分布地域は明
錨
で

林業技術N(》､6701998.1
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らかではないが,略称であれば,上記3種の呼び名の分布地

域か，その周辺府県ということになる。（”)岸田久吉
(1964）：山岳に生きる勤物たち，岳人，日本山岳会。

27イワスズメカモシカが岩から岩へと跳ぶときの，

足を振るわす様子が雀のはばたきに似ているところから名

付けた隠語(愛称)。長野[南佐久]･岩科小一郎氏の書簡に
よる。

【ウ】

28ウシカモシカは牛科の動物であり，角は小型であ
るが,牛に似ているところから名付けられた隠語｡かつては

ヤマノウシとl呼んでいたが，役牛（腱耕牛）が減少したの
で，上略称して単にウシと呼ぶようにしたという。三重[熊
野1．辻本力太郎氏より聴取。

29ウシオニ「形，飼牛と同様にして角あり，毛並みは

仲々綺麗にしてつるつるとし，人を寄せず,草,木の葉をす

べて喰いとる。これウシオニ(牛鬼）なり云々」という記録
がある｡形全体は牛に似ており,頭には2つの角があるので
牛とし，しかも鬼に似た角ということでウシオニにしたと

考えられる。奈良｜吉野]。（〃)津田松苗・小清水卓三
(1961）：十津川，奈良県教育委員会事務局文化財保護課。

30ウジシ牡をいう隠語。雄(ユウ）ジシから変化した

ものか，オジシがウジシに靴ったものと考えられる。新潟

[岩船]。（25)森谷周野(1961）：奥三而郷狩猟習俗調査報告

書，新潟県教育委員会。

31ウタシシ早乙女(閉植えをする若い女)が，歌いな

がら田植えをしていると，カモシカが近くの岩場に立って

ジイーッと歌に聴きほれていることから，歌の好きなシシ
という意味で呼んだ隠語。福井（立石半島)。（26)林清一
(1961）：敦賀半励とカモシカ，敦賀市教育委員会。

【工】

32エデコ1歳から3歳までの仔をいうマタギ言葉。

『イデコ』の転訓かと思われるが，イデコは2歳仔に限定し

た呼び名として報告されているので，別に扱うことにした。
両方とも同一郡内に分布している｡新潟[北蒲原1.文献(ノ）
に同じ。

【オ】

33オカル何となく女性的で，楚々（そそ）とした風情
があり，また，どことなくあどけなくてかわいいヤツ，とい

う意味を込めた隠語（愛称)。岐阜【安八]。（〃)牧野典彦
(1981）：犬が吠えたら熊が出た，全猟，46-1。

34オドリジシ人が異装(扮装）して踊りながらカモシ

カに近づくと，それに見とれて動かずにいることから名付

けた隠語（愛称)。ちなみに腿来の『古今切紙次第第二十三

箇條』を見ると，「カモシシというもの，イワツツジ（注：
帯紅12｣の小花が咲く）を見て舞いまう」とあり，カモシカが
長い冬から解放され,跳雛する春先の行動を見て,舞うと表

現したのであろう。オドリジシといっても，人間のほうが踊
るわけである。編1：｜立石半島]・文献(")に同じ。

林業技術No.6701998.1

35オバケ猪,鹿猟のおり，カモシカが思わぬときにヌ

ッと姿を現わし猟師をびっくりさせたり，また誤って射ち
殺したりすると怖い目(警察ざた)に合うことなどからオバ

ケと呼んだ隠語。岐阜［安八]・文献(27)に同じ。

36オヤジカモシカを尊び呼んだ隠語で尊称｡長野[大

町，北安曇，諏訪]。“)信州I哺乳類研究会編(1978）：長野
県動物図鑑。語源は両角源美氏の書簡による。

37オヤシシ文字どおり，親(成獣)のカモシカをいう

マタギ言葉。秋｢I1｡(29)小原伸(1960):現代のマタギ談，
宮城県史,20巻，宮城県史刊行会。

【力】

38カゴ鬼言葉，鹿子(カゴ，鹿の仔)を転用したマタ

ギ言葉。宮城I仙台，栗原|・福島［伊北]。（〃)金子総平
(1937）：南会津北魚沼地方における熊狩雑記,アチック・ミ

ューゼアムノート，13，アチック・ミューゼアム。

39カノシカ地方(岩手，奈良など)によってはシカの

呼び名となっているが，四国や九州ではカモシカをいう隠

語となっている。徳島！剣山～大歩危］・大分･宮崎。山口
辿氏の書簡による。

40カノシシ鹿の呼び名をカモシカに利用した隠語。

徳島I剣山～大歩危］・大分.熊本．宮崎．(")黒川義太郎
(1974）：勤物談篭，五月需房。

41カノンコ鹿(力）の仔をカノンコに変えて隠語とし

た呼び名。福島［南会津｣。l11口辿氏の書簡による。

42カベシシカベとは，山が塀のようにほとんど直立

した絶壁状態の場所をいうが，カモシカはこのような所に

腰むので，岩壁を根城とするシシの意の方言。『イワシシ』

と同瀧語。富llll南砺波］･岐阜[大野l･石川[石川，美能]･
福井［立石半烏]。（32)川口孫治郎（1934）：飛騨の白川村，
住伊撚店。

43カベトリカベ(岩壁)に棲み，岩場を鳥のように身

軽に跳ぶことから名付けた方言。岩手[南部地方］・岐阜i大
野，吉城]。（33)小野職博．小野職孝（1807）：観文獣譜。

44カベカベとは，山が塀のようにほとんど直立した

絶壁状態の場所をいうが，カモシカはこのような場所に楼
むので,最初からカベと呼んだ地域と，カベシシのシシを省

略した地域とがある。岩手［南部地方］・岐阜［大野，吉
城]。（3#)屋代弘贋（1821～42）？古今要覧稿。

45カマシカ「毛席(カモ)」と鹿（カモシカを鹿の同類

と考えていた）とを組み合わせた呼び名で,近世の標準語の
1つである。一説によると，カモシカは鎌のようにうすく，

やせて切り立った岩石の露出したI朧に棲むことから，この

名ありとしている。かつては京都を中心に広まっていたと

思われる。（〃)人見必大（野必大）（1697）：本朝食鑑。

(次号へ続く）
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庫県明石IIj)ニコンF4,ズーム，絞り11,シャッターオート
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少三席(日本林業技術協会理事長賞）
『斜里岳を望む」北海道川湯温泉に

て，柴田一弘（埼玉県伊奈町）マミ
ヤ．絞り8,1/100秒
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▲佳作「森の仲間』比叡山延暦寺にて，川口善也(I暎阜
県多治見市）キャノンEOS5,ズーム，オー}、

11

！
’

▲二席（日本林業技術協会理事長賞)r祭りの男」岩手県水沢市にて，下斗
米光円（岩手県樵岡市）ミノルタX700,28ミリ、絞り8，1/30秒

▲佳作r熊野古道参詣」和敬山県にて，

権神貞夫（和歌山県美浜町）ニコンF'l
s,20ミリ、絞り56,1/125秒

卦三席(日本林業技術協会理事長髄）『ブナ林

を滑る一月山の春スキー』lll形県月山にて，
伊藤敵（千蕊県柏市）パール1I,絞り11,
1/250秒
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▲佳作r林のスプリンクラー』静岡県森町にて，村松悦郎（静岡県
藤枝市）キャノンEOS630,ズーム，絞り16,シャッターオーl、

▲三席（日本林業技術協会理事長賞)r林道』山
梨県身延山にて，松下功（神奈川県横浜市）
ニコンF3,28ミリ，絞り5.6,1/125秒
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▲佳作r山の神に祈る」北海道興部町にて，山口茂之（北海道紋別
市）キャノンF1,28ミリ、絞り開放、1/30秒

▼佳作r冬の貯木場｣北海道釧路市にて，小泉辰雄（北海道釧路市）
キャノンNEWF1、28ミリ．絞り8.1/125秒

全日本山岳写真協会の理事長・会長に就か
れ，本会く森林・林業写真コンクール〉の審
査委員も務める三木慶介氏の情熱あふれる昭
和期（30～40年代）の珠玉の作品集（モノク
ロ28点)。作家・田中澄江氏が語る親交の話
も載っていて氏の人柄が伝わってくる。

休業技術No.6701998.1
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溌塞 森林条約綴鱗霧蕊蕊蕊？

地球サミットと呼ばれた1992年の｢国連環境開発

会議(UNCED)」以来，地球環境問題における森林

の重要性が常に強調され，「持続可能な森林経営｣の

理念が国際合意として定着してきた。しかし，現在

でも熱帯林などを中心とした森林の減少劣化の傾向

は著しく，その防止に根本的な対応が急がれている。

森林問題については国連のr持続可能な開発委員

会(CSD)」の下に設置されたr森林に関する政府間

パネル(IPE)(1995～97)」において緒力的に検討が

進められ，持続可能な森林経営のための基準．指標

づくりや森林の取り扱いについての国際的な法的枠

組みとなる「森林条約」の策定に向けての努力など

がなされ，1997年には130項目にも及ぶ｢森林に関

する行動提案」がまとめられた。

これらの提案では，国家ごとの森林計画・土地利

用計画の策定，森林減少劣化の原因究明，砂漠化・

大気汚染の森林への影響などの問題から，資金．技

術の国際協力，多様な森林機能の評価，持続可能な

経営の基準・指標づくり，さらには林産物貿易制度

の整備や国際機関の強化にまで幅広く今後の行動方

向を示している。

今後の検討は，やはりCSDの下に設けられた｢森

林に関する政府間フォーラム(IFF)(1997～)」を通

じて進められ,IPEの行動提案の実施，持続可能な
しんらよく

経営の進捗状況の把握，「森林条約」など国際合意

形成の推進などを図るとされている。

地球サミット以来,気候温暖化防I上,生物多様性保

全や砂漠化防止など韮要潔境問題の多くは，陸I際条

約の下で実効ある対応がなされつつあるが,森林問題

では多くの国際合意はあるものの，その実施を撰務

づける拘束力や突施を支援する腿I際的メカニズムを

持たないため,実効ある対応が不十分な現状である。

このために地球サミットにおいて理念的に合意さ

れたr森林原則声明」を発展させて，各国を拘束す

る権威を持つ国際的な法的枠組みとなる｢森林条約」

の策定が今後の最壷要課題とされている。条約は各

国の責任，役割分担，具体的な行勤計画と実行メカ

ニズムなどを体系的に定めた内容となろう。

「森林条約｣には各瞳Iの主権や経済事情などが密接

に|淵係するので各国間の利害対立を招きやすく，締

結までには大きい困難も予想されているが，条約が

策定されれば各国での森林計画の充実強化につなが

り，世界の環境問題と木材需給の安定化に大きく貢

献しよう。策定に向けてのわが国の努力が強く期待

されている。

（棚日本林業技術協会技術指導役・蜂崖欣二）

|文献l佐々木・後藤・徳川・藤原・坂n:森林条約に
向けた取り組みとわが国の役割(特集)，林業
技術,No.669,1997.12

国際林業協力研究会：持続可能な森林経営に向
けて，口本林業調査会，1996．12

緑のキーワード：持続可能な森林綴営，林業技
術,No.648,1996.3

月号の本欄では，「木材の化学加工」について解説しています。

＊ロ清水國明=箸，清水國明の自然遊び日記一丸太小屋編，読売新聞社（出版ﾙjaO3-3242-1111),'97.5,286p･
定B6,¥1,300

Wﾛ春日辰夫薑著.土･水･森林･海そして人間の授業一もともとのことを考える,えみ－る“(窓03-5395‐
､9236),'97.5,249p･A5,¥2.400

灘ﾛ新胴次郎雲蕃郷愁の八ケ岳一山のｴｯｾｲ,小学館(a03-3230-5211),.97.5,206p･B6,¥1,200
.．価ロ鶴田静=著，緑の暮らしに癒やされて，大和香房(a03-3203-4511),'97.5,221p･B6,¥1.600
林格口遠藤ケイ=署，遠藤ケイの野外生活手帳,H本放送出版協会(a()3-3789-3339),'97.5,2411)・A5,Y1.500

鰐ﾛ驚篭噌識瀞繍『“・鱗公園実務“〔蕊‘…版〕｡鰯-"出版(…､…ル
幾口環境庁自然保護局施設整備課-監修,冒然公園等における利用拠点整備のための計画作成ﾏﾆｭｱﾙ,刷立公剛
館示協会(a03-3502-0488),'97.5,253p･A4、¥2,500

敷口三橘規宏壽著.森とCO塾の経済学-地球温暖化対策への提雷,PIIP研究所(aO3-3239-6221),'97.10,246p･
会いB6,¥1,500

霧目雛繍撫職鰡麓#繍撫糊と期蝋司鑑森嘉幾,維進,“”
(a03-3585-0087),'97.11,416p･A5､¥3,900

幕口林産行政研究会言編,木材需給と木材ｴ業の現況〔平成9年度〕･林産行政研究会(aO3-3588-8808),'97.11,
図574p･A5,¥2,858
査口原後雄太=著,アマゾンには森がない,実業之日本社(a()3-3535-4441),'97.11,253p・B6、¥1,700

◆先月号の本欄では，
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を
馳
せ
る
の
で
あ
る
。

ソ
ロ
ー
は
、
ウ
ォ
ー
ル
デ
ン
湖
畔
の
独
居
生
活
中

に
、
北
米
の
メ
イ
ン
の
森
に
最
初
の
旅
を
し
て
い
る
。

二
回
目
は
一
八
五
三
年
に
、
最
後
の
メ
イ
ン
行
き
は

一
八
五
七
年
だ
っ
た
。
ソ
ロ
ー
は
一
八
六
二
年
に
亡

く
な
る
の
で
、
未
刊
の
ま
ま
だ
っ
た
三
つ
の
紀
行
文

が
一
八
六
四
年
に
『
メ
イ
ン
の
森
些
と
し
て
出
版
さ

れ
た
。
第
一
話
で
は
、
メ
イ
ン
の
原
生
林
に
分
け
入

り
、
ク
タ
ー
ド
ン
山
（
一
七
二
七
脚
）
に
登
頂
す
る
。

し
か
し
そ
こ
で
彼
が
見
た
も
の
は
、
異
教
の
神
々
さ

な
が
ら
に
林
立
す
る
岩
塊
、
そ
し
て
雲
と
強
風
。
ソ

ロ
ー
は
荒
涼
と
し
た
大
自
然
に
違
和
感
を
覚
え
た
。

そ
し
て
自
分
に
問
う
。

「
私
た
ち
は
誰
な
の
か
。
私
た
ち
は
ど
こ
に
位
置
し

て
い
る
の
か
？
」

第
二
話
で
は
従
弟
の
狩
猟
の
旅
に
同
行
す
る
。
初

め
に
抱
い
て
い
た
好
奇
心
が
、
実
際
に
ヘ
ラ
ジ
カ
が

し
と
め
ら
れ
、
解
体
さ
れ
る
の
を
目
撃
し
て
強
い
後

悔
の
念
に
か
ら
れ
、
心
が
す
さ
ん
だ
と
感
じ
る
。
彼

は
ヘ
ラ
ジ
カ
こ
そ
森
の
住
人
で
あ
り
、
ヘ
ラ
ジ
カ
は

い
つ
の
日
か
消
滅
す
る
だ
ろ
う
と
危
倶
を
抱
く
。
こ

の
二
回
目
の
旅
で
最
も
衝
撃
的
な
こ
と
は
、
メ
イ
ン

July26,

エ853．

ソロー先生，メインの森

でインディアンの描いた
目印の銘を見つける

の
森
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
ス
ト
ロ
ー
ブ
松
の
日

に
あ
ま
る
伐
採
だ
っ
た
。

弓
北
ア
メ
リ
カ
の
合
衆
国
と
カ
ナ
ダ
の
双
方
に
、

世
界
で
最
も
広
大
な
松
の
森
林
が
あ
る
』
、
と
イ
ギ
リ

ス
の
人
が
我
々
に
教
え
て
く
れ
る
が
…
：
．
お
そ
ら
く

メ
イ
ン
は
ほ
ど
な
く
今
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
と
同

じ
状
態
に
な
る
だ
ろ
う
。
…
：
．
そ
し
て
か
な
り
の
大

き
さ
の
松
や
樫
、
そ
れ
に
他
の
森
の
木
々
も
こ
と
ご

と
く
、
人
の
記
憶
に
残
る
期
間
内
に
切
り
倒
さ
れ
て

し
ま
っ
た
ノ
．
」
こ
の
よ
う
に
彼
は
訴
え
て
い
る
。

ま
た
第
二
話
の
中
で
、
「
森
の
中
は
、
雨
の
時
の
苔

の
よ
う
に
新
鮮
で
、
植
物
の
群
に
満
ち
て
い
た
」
。
こ

こ
な
ど
カ
ー
ソ
ン
の
前
述
し
た
雨
の
メ
イ
ン
の
森
の

拙
写
を
思
い
起
こ
さ
せ
て
く
れ
る
。
と
こ
ろ
が
ソ
ロ

ー
は
次
に
こ
う
言
っ
て
い
る
の
だ
。
「
け
れ
ど
も
当
地

で
は
、
そ
の
植
物
が
ス
ト
ロ
ー
ブ
松
で
あ
れ
ば
、
今

や
遅
し
と
切
り
倒
さ
れ
て
し
ま
う
ば
か
り
だ
」

次
々
に
ソ
ロ
ー
は
、
ス
ト
ロ
ー
ブ
松
の
乱
伐
さ
れ

た
現
場
を
目
撃
し
つ
つ
糾
弾
の
手
を
緩
め
な
い
。
こ

の
激
し
い
口
調
は
、
ま
る
で
旧
約
聖
書
の
予
言
者
エ

レ
ミ
ア
さ
な
が
ら
の
よ
う
だ
。

第
三
回
目
の
メ
イ
ン
行
き
に
は
有
能
な
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
の
ガ
イ
ド
が
付
い
た
。
大
自
然
に
順
応
し
て
生

き
て
い
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
生
活
が
生
き
生
き
と
描

か
れ
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
こ
で
も
森
林
破
壊
の
現
状
を
鋭
く
見
据
え
て
、
全

く
容
赦
す
る
こ
と
は
な
い
。

「
実
際
北
ア
メ
リ
カ
の
白
人
は
、
こ
の
波
の
よ
う
に

う
ね
っ
て
い
る
森
林
を
こ
と
ご
と
く
切
り
倒
し
…
け

れ
ど
も
、
あ
の
白
人
は
、
己
れ
の
倒
す
樹
木
の
精
と

話
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
ｌ
彼
が
前
進
す
る
と
き

に
、
後
退
し
て
ゆ
く
そ
の
木
の
詩
歌
や
神
話
を
読
み

と
る
こ
と
も
で
き
な
い
」

小
野
和
人
訳

原
書
と
翻
訳
を
並
読
し
な
が
ら
、
ソ
ロ
ー
こ
そ
最

も
早
い
今
日
の
環
境
問
題
の
摘
発
者
で
あ
り
、
自
然

保
謹
の
提
唱
者
だ
と
確
信
す
る
に
至
っ
た
。
と
こ
ろ

が
で
あ
る
。
そ
の
後
ジ
ョ
ン
・
パ
ー
リ
ン
の
『
森
と

文
明
』
や
他
の
北
米
の
森
林
史
に
関
す
る
文
献
を
読

ん
で
み
て
、
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
号
以
来
、
米
国
の
歴
史

は
も
っ
ぱ
ら
森
林
の
開
発
と
、
そ
の
木
材
を
巡
る
各

国
の
利
害
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
た
こ
と
が
私
の

想
像
を
は
る
か
に
超
え
て
い
た
。
自
国
の
大
木
を
伐

り
尽
く
し
た
英
国
は
、
艦
船
の
帆
柱
と
し
て
、
北
米
、

特
に
メ
イ
ン
の
ス
ト
ロ
ー
ブ
松
に
目
を
つ
け
る
。
す

で
に
一
七
一
九
年
の
測
量
調
査
で
「
こ
の
植
民
地
ｌ

メ
イ
ン
ー
の
松
は
伐
り
尽
く
さ
れ
て
し
ま
う
」
と
い

う
状
況
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
独
立
戦
争
の
原
因
の

一
つ
が
木
に
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
こ
と
だ
。
と
こ

ろ
が
ソ
ロ
ー
の
『
メ
イ
ン
の
森
』
で
は
、
こ
の
松
を

巡
る
血
生
臭
い
歴
史
に
ほ
と
ん
ど
言
及
が
な
い
の
だ
。

ソ
ロ
ー
に
全
く
こ
う
い
う
知
識
が
な
か
っ
た
と
は
思

え
な
い
。
何
の
予
備
知
識
も
な
し
に
『
メ
イ
ン
の
森
』

を
読
ん
だ
ら
、
ソ
ロ
ー
が
森
林
破
壊
の
第
一
発
見
者

と
ま
で
は
言
わ
な
く
て
も
、
最
も
早
い
発
見
者
だ
と

思
い
込
ん
で
し
ま
う
だ
ろ
う
。
ソ
ロ
ー
先
生
、
真
実

は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
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こ
れ
以
上
短
い
詩
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
高
校
生
の

あ

私
は
、
し
ば
し
唖
然
と
し
た
が
、
こ
れ
は
い
い
な
あ

と
思
わ
ず
つ
ぶ
や
い
て
い
た
。
ど
ん
な
に
多
く
の
言

葉
を
費
や
し
て
、
冬
眠
と
い
う
こ
と
を
書
い
た
と
し

て
も
、
こ
の
黒
い
丸
以
上
に
適
切
な
表
現
が
で
き
る

だ
ろ
う
か
？
若
か
っ
た
私
に
は
、
こ
の
●
の
中
に
、

土
の
中
に
じ
い
つ
と
う
ず
く
ま
っ
て
春
を
待
っ
て
い

る
動
物
た
ち
の
生
命
そ
の
も
の
が
感
じ
ら
れ
た
。
せ

ん
だ
っ
て
紹
介
し
た
カ
ミ
ン
グ
ス
の
落
葉
の
詩
を
初

め
て
見
た
と
き
に
は
、
図
ら
ず
も
「
冬
眠
」
に
通
じ

る
も
の
が
あ
る
と
直
観
し
た
。
つ
ま
り
両
方
と
も
視

覚
に
訴
え
る
作
品
な
の
だ
。

三
’
八
八
）

が
あ
っ
た
。

寒
中
の
こ
の
こ
ろ
、
ク
マ
の
プ
ー
さ
ん
た
ち
は
ス

ャ
ス
ャ
冬
眠
に
余
念
の
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
冬
眠
と

い
え
ば
、
高
校
時
代
に
読
ん
だ
草
野
心
平
（
一
九
○

三
’
八
八
）
の
詩
の
中
に
、
全
く
意
表
を
つ
く
も
の

●侭

木
を
歌
っ
た
詩
の
中
で
、
最
も
好
き
な
も
の
を
挙

げ
よ
と
言
わ
れ
た
ら
、
い
の
一
番
に
こ
れ
を
挙
げ
た

い
く
ら
い
だ
。
重
吉
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
、
倫
理
感

が
人
一
倍
強
か
っ
た
。
冬
の
裸
木
か
ら
じ
い
つ
と
見

ら
れ
て
い
る
人
、
そ
れ
は
作
者
自
身
で
も
あ
ろ
う
。

以
前
、
戦
没
美
術
学
生
の
人
た
ち
が
残
し
た
自
画
像し

の
作
品
展
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
若
い
学
生
の
真
蟄

で
、
何
か
ひ
た
む
き
に
生
き
よ
う
と
し
て
い
る
眼
が
、

真
っ
す
ぐ
に
こ
ち
ら
を
見
つ
め
て
い
る
。
私
は
ま
と

も
に
直
視
で
き
ず
、
幾
た
び
も
目
を
そ
ら
し
て
し
ま

っ
た
。
重
吉
の
、
こ
の
木
に
生
っ
た
眼
に
、
私
は
い

つ
も
戦
没
し
た
美
術
学
生
の
眼
と
同
じ
も
の
を
重
ね

や
は
り
以
前
に
、
八
木
重
吉
の
「
幼
い
日
」
を
紹

介
し
た
が
、
武
蔵
野
を
何
よ
り
愛
し
た
重
吉
に
は
、

木
を
題
材
に
し
た
詩
が
多
い
。
そ
の
中
で
も
冬
に
な

る
と
決
ま
っ
て
思
い
出
す
作
品
が
あ
る
。

な

木
に
眼
が
生
っ
て
人
を
見
て
い
る

冬

て
し
ま
う
。

閑
話
休
題
『
沈
黙
の
春
』
の
著
者
レ
イ
チ
ェ
ル
Ⅱ

カ
ー
ソ
ン
の
最
後
の
作
品
に
、
『
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ

ン
ダ
ー
』
と
い
う
珠
玉
の
よ
う
な
小
さ
な
本
が
あ
る

の
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
農
薬
問
題
を
中
心
に
、
地

球
の
環
境
保
全
の
重
要
性
を
強
く
訴
え
た
『
沈
黙
の

春
』
と
は
対
照
的
に
、
『
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン
ダ
ー
』

で
カ
ー
ソ
ン
は
、
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
や
偉
大
さ
に

感
動
す
る
心
が
大
切
で
あ
る
こ
と
と
、
地
球
が
生
命

の
輝
き
に
満
ち
て
い
る
こ
と
を
心
を
込
め
て
書
い
て

い
る
。『

雨
の
日
は
、
森
を
歩
き
ま
わ
る
の
に
は
う
っ
て
つ

け
だ
と
、
か
ね
て
か
ら
わ
た
し
は
思
っ
て
い
ま
し
た
。

メ
イ
ン
の
森
は
、
雨
が
降
る
と
と
り
わ
け
生
き
生
き

と
し
鮮
や
か
に
美
し
く
な
り
ま
す
。
針
葉
樹
の
葉
は

銀
色
の
さ
や
を
ま
と
い
、
シ
ダ
類
は
ま
る
で
熱
帯
ジ

ャ
ン
グ
ル
の
よ
う
に
青
々
と
茂
り
、
そ
の
と
が
っ
た

一
枚
一
枚
の
葉
先
か
ら
は
水
晶
の
よ
う
な
し
ず
く
を

し
た
た
ら
せ
ま
す
」

上
遠
恵
子
訳

五
十
六
歳
で
亡
く
な
る
海
洋
生
物
学
者
の
カ
ー
ソ

ン
に
は
、
若
い
こ
ろ
一
つ
の
夢
が
あ
っ
た
。
母
と
一

緒
に
ひ
と
夏
過
ご
し
た
メ
イ
ン
州
の
海
辺
に
、
小
さ

な
別
荘
を
持
て
た
ら
：
．
と
い
う
の
だ
。
こ
の
な
ん
と

も
つ
つ
ま
し
い
夢
が
、
四
十
六
歳
の
と
き
に
か
な
え

ら
れ
る
。
彼
女
が
生
涯
愛
読
し
た
本
の
中
に
、
ソ
ロ

ー
の
『
日
記
』
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
カ
ー

ソ
ン
の
雨
の
日
の
メ
イ
ン
の
森
を
歩
く
み
ず
み
ず
し

い
文
章
を
読
み
な
が
ら
、
私
は
、
彼
女
よ
り
百
年
も

林業技術No.6701998.1
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シアなどで盛んに行われている森

林の焼き払いは，主としてアブラ

ヤシ栽塘の麗園を作るためのもの

であり，焼畑とは別の大規模な森

林の開発行為なのである。

日本でも，焼畑は戦後に至るま

で各地で広く行われ，現在も一部

の地域で続けられている。焼畑の

歴史は古く縄文時代に始まり，弥

生時代を経て近世に受け継がれて

きたのであるが,11EIの焼き払い

の区画は一貫してl～3反程度の

小さな規模で行われてきた。それ

は縄文時代には石器による伐採と

いう技術_'二の，また弥生時代以降

は農閑期の利用という労働上の制

約のためである。しかしこのこと

が休閑期における森林の再生を保

証し，里山一帯に多様な齢級構成

の雑木林を広く成立させて森林と
農業を共存させてきたのであった。

石城謙吉の5時からセミナー1

山火事と焼畑

昨年の森林を巡る大きな出来事火入れから引き起こされている。

の1つに，インドネシアの森林火しかし,だからといってこれは｢焼

災があった。インドネシアの大統畑」のためではまったくないのだ。

i領が声明で言ったように，それは古くからアジア各地の住民によ

’まさに国難と呼ぶべき大惨事だっって行われてきた伝統的な農法で
’た。人命はもとより，貴重な森林ある焼畑は，森林を小規模に伐採

|の損失は計り知れないものがある。して跡地を焼き払い,そこにｿバ，
！ところで，この火災に関する報ヒエや豆などの雑殻類を数年間栽

|道を見ていて火災の動向とともに培し,その後は3～40年放置して
｜絶えず気になったことがある。そ森林を再生させることを繰り返す

｜れはほとんどの場合，火災の原因ものである。つまり，焼畑では数
｜が「住民による焼畑」とされてい年間ずつの雑穀栽培の間に必ず

’たことだ。確かにこの火災は自然30年以上の森林期間が置かれて
｜発火によるものではなく，人間のきた。これに対して現在インドネ しかも焼畑は迎え火や周縁部の腐

爵 ……
主要先進国の用材消費量

主要先進国の用材の生産量と消費量（1994年） 木材は建築資材，紙の原材料，

薪炭材等として利用され，人類の

生活に欠かせない資源である。

先進国の用材消費鯉（試算）は

1994年は10億4千万m3であった。

人口はおよそ12億人であること

から，1人当たりの用材消費並は

平均で0.84㎡になる。旧ソ連東

欧諸国の消費堂の低下が影響して

いるものの，従来のデータからす

ると，おおむね1nfi程度と考える

ことができる。ちなみに開発途上

地域では用材消費域は先進国の

1/10程度,平均で1人当たり0．09

㎡である。

主要先進国では，用材の生産量

は米国，カナダ，ロシアの順で多

い。消費量は米国に次いでわが国

が世界第2位となる（なお、途'二

米国

力淡錬

ロシア

ヌ域主一美ン、

フィンラントと

フラジヌ

ト聖イツ
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資料:FAO｢Yeal･bookofForestP1℃duCts(1996)」

林野庁「木材滞給表」

注；①各国の消篭蛍は製材、パネル．パルプ等を丸太換節し、輸出入

職を考慮した推定値である。なお,l｣本は木材需給表の鮫をIW

いた。

②|鳶位3剛についてアンダーラインを引いた。
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植屑の除去（カダチ）といった

延焼を防ぐ巧みな伝統的技術に

よって支えられていた。

インドネシアの森林火災は，

こうした伝統的な焼畑が衰退し

て山林の取り扱いが大きく変わ

ったことによるものなのだ。日

本を含むアジア各国で焼畑が急

激に衰退したのは，貨幣経済の

浸透によって農村の自給自足的

な営みが成り立たなくなったこ

とによる。しかし、焼畑に見ら

れた自然への働きかけのつつま

しさと共生の知恵を，学び直し
い

て現代に活かす努力が今必要だ

と思う。何よりも，一万年近い

歴史を持つ東洋の森郁文囎でも
ある焼畑に，心ない濡れ衣を着

せてはならない。

｜

｜林政拾遣抄
ｑ
水
神
宮

ーー－

.WF
馴

66坪8合１
１
１
１ いきなり66坪8合と数字を

記した。この数値，実は明治8

年に東京都北区王子地区（現在

のJR王子駅近く）で王子製紙

会社が発足した際，王子付ほか

23の村から会社が脳入した千

川用水（玉川上水から分水され

た上水）の利用l1t(権利）の数

値である。玉川k水とは江戸市

中に給水することを、的に，承

応3ｲ.f(1654)に竣工した多摩

川からの上水で，その全体の流

敏は樋nl耐職で9T･坪(1坪は

1，t四方）と表されている。

玉川上水は羽村水元から江戸

rij中に入る岡谷大水戸までの間

に30カ所で分水されていた(寛

政2年(1790)調べ)。千川.I二水

もその1つで，江戸の北部に給

水され主に腱地の瀧概用水とし

て利用された。分水城は分水n

の｡』法で定められ，千川.l二水の

引き取り口､j法は|胴2尺3，j･,

高さ1尺7J.(天保15年調べ）

であった。王子製紙会社はこの

水戦のうち,668坪(平方､j･)の

水利権を得たのである。この地

を風流している荷,;III井川は流域

村々の川水組合が流用を許さず，

やむなく千川上水からの怖肋川

虹且L＝一一一I
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水であって妓後は石神j|:川に放

流される分斌を製紙用水として

II11すことで合意したのである。

製紙工場といえば大賊の水を

使うことは当然で，王子会社が

設立される直前には水不足のた

めつぶれた事例（明治5年，有

恒社）もあり，なぜ水に不足が

ちなそうした場所に会社を設立

したのか不思議である。さらに

王子会社に隣接して大蔵省造幣

局抄紙部が設臘されたことも蹄

きである。大蔵省は王子の権利

の半分を取り上げ，会社側をし

て｢権力をかさに溝た官の横暴」

と意わしめるような無理をした

のであったが，そんなにしてま

で，ここに紙幣を造る工場を設

立したのはなぜなのか。その理

由を轍ねて，先日「水源の神を

諮る会」の梼さんと，この地区

を訪れた。

王子七滝で知られる蝦常な水

並を惟定させる風漿は，今でも

名主の滝公剛の中の人工の滝で

郷現されていたが，2つの製紙

.1:場はその磯樹な水峨とは地理

的に関係なさそうであった。工

場設立地周辺は湿地地;勝で地価

が低廉だったためだったのか。

しかし定かではないが｡｢紙の博

物館｣となっている現地で,66.8

坪の数値を兇ながら,Iﾘ1論初期

の製紙業と水のかかわりを振り

返った。（筒ｿ|:汕夫）
些垂奎圭翌＝2室竺雫,＝＝＝！

Ⅱ
陥
刊
Ⅱ
Ⅲ
帆
Ⅱ
Ⅱ
冊
Ⅱ
Ⅲ
服
冊
Ⅲ
Ⅶ
侭
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
叩
Ⅲ
Ⅱ
冊
冊
Ⅱ
拠
問
函
Ｉ
Ｍ
剛
胆
Ｗ
Ⅱ
Ⅱ
虹
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｌ
Ⅲ
Ⅱ
叩
Ⅱ
Ｍ
Ⅱ
１
Ｍ
Ⅱ

国を含めると中国が第2位)。

一方，わが国の木材自給率は2

割で，他の先進国と比較して極端

に低く，イギリスにも及ばない。

1人当たりの木材消費篭の多い

国は，フィンランド，米国，カナ

ダ，ニュージーランド等であり，

豊富な森林資源を持つ国が多い。

わが国の1人当たり用材消澱論

は0.89nfで主要国の平均値に近

い。内訳としては，製材用に0.40

nf,合板等ボード獺に0.11m),パ

ルプ用等に0.38nfを使用してい

る。製材用は年々の変動が大きい

が，紙の消淡量は長期的に堀川傾

向にあり，またボード類の使用域

が徐々に増加している。

FAOは,木材の消費鐘は開発途

上国を中心に今後とも墹加すると

予測している。森林を持続的に経

営し，木材資源として上手に使う

ことが求められている。
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岩手大学

支部
グ'ノーシ
グ・リーシ ｰ

小学生を対象にした

演習林セミナー
式

r夛電I岩手大学では，農学部附屈滝沢

演習林(280ha)をフィールドにし

て平成8年度から小学と順や一般llj

災を対象にした森林イベントを|刑

催し，参加群に森林や林柴の役剖

について臆く知らせるとともに，

貯外教育活勤としての森林・林業

教育のあり方を探るlUI究を進めて

います。ここでは平成9年5月に

実施した淡習林セミナー（練を測

ろう）について紹介します。

これは淡習林に隣接する滝沢束

小学校の協力の下に，5年生の3

クラス全興（約100名）を対象に

実施したもので，小学校のカリキ

1ラムの中の「ゆとりの時間」を

利用して］クラス約40分間,3ク

ラス分のイベントを企画したもの

です。内容は大小2本の木を示し

て，その直径と樹高を当てるゲー

ム,あらかじめ設定した25m×20

mの区i'l'i内での直径巻尺を用いた

測定作業と好きな水を選び川す樹

木コンテスト等を行いました。

生徒たちは，木に巻くだけで直

径がわかる直径巻尺や樹高を測定

するブルーメライスなどの道具に

たいへん興味を水し，森林測定作

業を楽しんでいる様子でした。ま

た，簡単そうに見えても意外にた

ワ 吻

Ｆ
」

篭

闇
LL．

ザ

l縄
、

、
一
蛾
司

瀕

１
１

〃
〃

I

“

▲現地での直径分布グラフの作成

注）平成8年10月実施時の写真

森林面穣も制度成立当初の28万

haから860万ha(1996年）に増
加している。したがって，森林の

管理が世界的にも国内でも大問題

となっている現在，わが国の保安
林制度の成り立ちと変遷を見つめ，

関連する記録を整理しておくこと

は，単に100周年記念事業という

意義を超えて，時宜を得た好企画

となった。

本書は資料編約50()ページを含

め,1000ページを超える大著であ
る。第一章「明治以前における森

林保全の実例と保全思想」は，編
集委員長筒井辿夫東京大学名誉教

授の執篭によるもので，保安林制

度成立の背景にある'1本人の森林

保全思想を歴史的事例を挙げて検

証している。第二章「保安林制度
の腱開」は本瞥の!|'核であるが，

現在第一線で活雌に|!の林野庁治山
課を中心とした気鋭の剛i々が執筆

しており，わが国保安林制度の軌

跡を磯常な資料に雄づいて，当時

の社会的経済的背最を織り込みつ
つ記述している。第三章「保安林

I 』本の紹介 保安林制度百年史編集委員会編
Lアー

保安林制度百年史侮
轟
お
次
必
”
“
■
由
凪
庚
Ⅷ
“
Ｔ
＊
《
Ｂ
Ｑ
４
ｎ
樺
Ｄ
Ｂ
＄
日

騨順如轆

発↑」

〒100

（社)日本治山治水協会

東京都千代田区永田町2-4-3

壷03（3581）2288

平成9年9月発行A5判,1008頁

定価(本体6,500円十税）

眉幽迦も0巷a

平成9年はわがIT;I岐初の森林

法の制定(明治30年)から数え
てちょうど1()()年目にあたり，

それによって規定された近代的

保安林制度も10()周年を迎えた。

そして，これを記念して平成9
年10月201]に東京で「保安林

制度10()年記念シンポジウム」
が開催されたのをはじめ，全国

各地で多彩な記念事業が実施さ

れた。本書もそのような記念事

業の環として，林好庁・保安
林制度百年史編集委員会によっ
て編纂されたものである。

あらためて説明することもない

ほど，わが陵lの保安林制度の優秀

性は広く国の内外に知れわたって
いる。それは，わが国固有の森林

保全思想とヨーロッパ，特にドイ

ツの森林法制との融合によって成

立した，開発と森林の保全との調

和を具体的に実践することを目的
とした制度で，わが国の森林法制

を特徴づけるものである。また，

当然のことながら，それは森林の

開発・消失の防波堤となって，わ
が国の森林の保全に大きく貢献し

てきており，保安林に指定された

林業技術弾《)6701998.1
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騨蕊蕊森林による水質浄化いへんな作業だということも体感

したようでした。

イベントではただ作業を体験す

るだけでなく，写真のように現場

でマグネットボードを用い，生徒

が分担して測定した直径値で直径

分布のグラフを作成し，森林の特

徴について説明するようにしてい

ます。こうした「森林を測る」と

いう作業を通して森林や林業に興

味を持ってもらおうというのが，

このイベントのねらいの1つです。

滝沢演習林は盛岡市内から約

10km北に位置する林相の豊かな

都市近郊林です。演習林では立地

上の利点を生かしながら,今後とも

さまざまな活動を通じて地域との

かかわりを強め，森林と人間のか

かわりについての息の長い実証的

な研究を進めたいと考えています。

(岩手大学農学部農林生産学科

助教授比屋根哲）

連絡先〒020-8550盛岡市上[n3-
18－8，冠&FAXO19-621-6135

先日，ある委託調査の現地検

討会に随行し，三歳県の宮川の

多||的ダムや利水施設などを視

察した。宮川は,1･|本一の多雨
地滞である大台ヶ原山系を源流

として伊勢湾に泳ぐ三重り14駁大

の川である。その水賦の畷かさ

と水の美しさは広く知られてお

り，平成3年に建設省が一級河

川において実施した水質調蚕に

おいても「清流H本一」に選ば

れた。ところが，最近の渇水に

よる河川流域の減少や生活排水

の流人などによって水質が悪化

し，平成8年度の水質調査では
4位に転落している。このため

三重A4では．､IZ成9年度から「宮

川ルネッサンス」と銘打ち，県

を挙げて水堂確保，水賀保全対
策のための事業を一体的に推進

している。

視察したころは，ちょうど記

録的な少雨であったためか，上

流域から1ド流域にかけての流水

堂は少なく，とても水並が豊か

な宮川のイメージとは言えず，

また，最初に視察した中流域に

ある三瀬谷ダム湖は，渇水によ

る影響だけとは思えないほど水

質の悪化がうかがえ，プラスチ

ックボl､ルなどの不燃ごみが多

数浮遊しており，下流の住民の

方々にはあまりお見せできる状

況ではなかった。

今年、河川環境の保全・盤備

を推進するため河川法が改正さ

れ，樹林帯に|%lする制度が創設
されたが，これは，ダム湖に流

入する濁水を森林によって抑制
するため，ダム湖周辺の森林を

河川符理施設である樹林帯とし

て公的符理するもので，建投省
|計ら，ダムに対する森林の亜要

性をIﾘlらかにしたものと言える。

しかし，宮川の例からして，森

林の水質浄化機能ではとても対
応できないほど，生活排水など

によるダム湖・河川の水質の悪

化はひどい。

とかく賊近は，森林が伐採さ

れるから水域が減ったとか，水

質が悪化したとか批判されがち

であるが，まず，水の利用符が
どれだけ水環境に影響を与えて

いるか兇つめ直してから，水の

供給源である森林に対する要請
を行うべきではないだろうか。

ただ，こと宮川については，

それ以前の問題があって，実は，

大台ケ原山系に降った雨は，上

流の宮川ダムにためられた後，
約3剖が下流に流されるだけで，

残りは発電用として流域外に導

水され，熊蝉灘にそのまま放出

されてしまうとのこと。せめて

半分でも宮川にそのまま流して

いただければ，それだけで清流

ベスト3にランクインできると

思うのであるが。(TOM)
(この柵は編堆委貝が拠当しています）

をめぐる訴訟事件等」は，いわ

ゆる長沼ナイキ基地保安林解除

取り消し請求，岩木山土石流災

害損害賠償請求などの訴訟事件

の解説であり，第四章ではドイ
ツ，フランス，イギリス，北欧，

アメリカおよびブラジルの保安

林制度を紹介している。
このように本書は，単に保安

林制度の編年史にとどまらず，

その背景となる社会経済現象ま

で掘り下げて記述され，訴訟事

件や諸外国における森林・林地

の保全施策をも取り扱った，充

実した森林保全制度論となって

いる。したがって，本書が保安

林業務や治山事業関係者はもと

より，森林・林業に関心のある
人々に広く読まれることばかり

でなく，本書そのものが保安林

制度や森林保全思想の歴史的資

料として全国の図書館・図書室
に保管され，広く閲覧に供され

ることを希望する。

(東京大学大学院農学生命科学

研究科教授/太田猛彦）

■番町界隈拙林木育種協会
JR中央線四シ谷駅の麹IIU側州｢1を上
がるとケヤキのロータリーがあり，その

向こうにrスクワール麹町」というビル

が見えます。本来ならその左隣りに「主
婦会館」ビルがあるのですが，現在は建

て特え中。そこの小路を入るとすぐに，
飲み朧のr犬海』などが入った建物と、
｢桃剛学園｣に挟まれた小道があるので右
折。前〃右奥にr坂nJの肴仮，左手に
1本の立木が見えます。立木の前まで行
くと，1階にrとうだい学舎が入った

略Iっぽいタイル貼りのr浅松ビル」があ
ります。六番町13．林木青種協会は4階
A号窺です電諦番号弊は，新しいr林

業手帳」でぜひご確認ください
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涜 蹴謄瀞

東北地域におけるブナの結実の豊凶

「ブナの結実の豊作は数年に1度しかなく，また広

い範囲で同調する」と古くからいわれているが，こ

の現象を空間的・時間的にきちんと解析した研究例

は少ない。ブナの結実の豊作は何年おきに起こるの

か，どのくらいの施囲で同調するのか，もしそうな

っているのなら，そのメカニズムはどうなっている

のか？もしこれらのことがわかれば，ブナの結実

の予測が技術的に可能になり，適切な天然更新や野

生生物の保誰管理を図るうえで非常に有効な情報と

なる。

森林総合研究所東北支所では,1989年以来,青森

営林局，秋田営林局の全森林事務所で調査されてい

る「ブナの結実状況」を集計し，結実実態を解析し

ている｡ここでは開始以来1995年までの7年間の結

果について概説する。

調査した7年間では，各地域ごとに1～3回の豊

作が見られた。例えば津軽半島では1989,92,95年

研究報告第11号

平成9年3

口催良育種繭木の生鯉

平成9年3月長野県林業総合センター

育種繭木の生産技術に関する研究：
岡田充弘,小山泰弘;:遊橋洪鎚

唐沢清,::奥村俊介

県におけるニホンザルによる農林産物被害の
と防除技術に関する研究
野鼎におけるニホンザルの生息分布と被害実

の把握

ホンザルによる針葉樹剥皮被害

ホンザルによる林業被害の防除技術の検討
岡田充弘，小山泰弘，古川仁，

遊橋洪基，唐沢清
ノアカネトラカミキリ防除技術に関する調査

ロ長野

実態

I長

態

II二

Ⅲ二

ロスギノアカネトラカミキリ防除技術に関する調査

一誘引器の生息密度低減効果と枯れ枝打ちのトビ
クサレ被害防止効果－

片倉正行，小島耕一郎，古川仁

研究報告第44号

平成9年3月兵庫県立森林・林業技術センター

(研究報告）

ロトチノキの結実習性の個体間差異谷口真吾

口トチノキの結実周期，結実逼および種子品箪の年
次差異谷1ｺ真吾
国コナラ,クヌギ堅果害虫の殺虫駆除試駄

谷口翼吾

国地域住民による里山管理に関する研究(1)
一植生管理の現状と地域住民の意識一

に豊作が観測された。一方，北上山地で豊作が観測

されたのは95年だけであった。このように，ブナの

豊作の周期は2～7年程度であることがわかった。

また，調査した7年間では，東北全体で豊作が同

調することはなかった。1995年は全国的に日本海側

でブナが農作だったといわれているが，秋田の北部

などでj111結実や凶作のエリアが存在した。このよう

に東北全体での同調現象はないようだが，ある範囲

内でのlil調は見られた。しかし，その「範囲」は固

定されたものではなかった。例えば十和田湖北部で

は，89年と90年で磯作のエリアと凶作のエリアが

局所的に分離して観測されたが,91年の凶作以降は

この2つのエリアは同調していた。

このような周期性や同調性と花芽形成時期の気温

や降水･＃tとの関係を調べてみたが，明確な傾向は見

られなかった。おそらく，物質生産に絡んだブナ特

有の花芽形成機構やブナ種子害虫の密度変動など，

種々の要陵Iが複雑に絡み合っていると思われる。

【問い合せ先】森林総合研究所研究情報科広報係
a0298-73-3211(代）・内227

山瀬敬太郎

ロ衛星リモー1､センシングによる森林変化の把握
(1)

－2時期のランドサットTMデーダjの主成分分析
による伐採地抽出一乾雅晴
口孔あき材の接合：､::山囲範彦

(研究黄料）

ロ兵庫県南部地方におけるヒノキ天然更新獅脈に関
する研究(I1)

一天然更新林分の種子生産麓と林外における種子

飛散距離一吉野豊，前田雅麓
ロ兵庫県南部地方におけるヒノキ天然更新技術に関

する研究(m)

一林内および側方更新地における稚樹の消長と成

長経過一吉野豊前甑雅量
ロ下刈りを省略したヒノキ人顛林の森林構造と成長

吉野豊，前田雅量，乾雅晴
口畑ワサビの林間栽培に関ずる研究(1)

一スギ林内相対照度と畑ワサビ生育との関係－

尾崎真也

ロ兵庫県下の降種雪環境に関する研究(Ⅳ）

一殿深械雪図の改訂一矢野進治,乾雅晴

ロ兵庫県南部地麓による街路樹・公園樹等の被篝と
腹!復状況

矢蝦進治，山瀬敬式蝋:1握雅晴，
上1I1泰代，橋本忠義ゥ菅麟武

★ここに紹介する溌料はllil服されていないものです。必典な方は発行所へお問い合わせくださるようお願いいたします．

林堆技術No.67()1998.1
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群馬 世界水のクラフト腱llllこ1.16～20
えますか森の声
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中央「ニッセイ緑の探検隊｣シリ24
－ズ清水園明さんの緑の18:30～21):0()
地球大紀行

〃森林・木質蛮源利用先端技26
術推進協議会シンポジウム

壱テ
Bユ

崎|噌荊総塞辨騨
27
13:(}0～16:洲

大阪|爵露緋と市民を結ぶ全'221~2，

近畿・東海第1回バイオリージョン
GIS研究会「自然環境と
GIS_j

2．23

1:{:13～17:(}I）

全国第32回林業鰯係広報誌.'2月擢日締切ンクール

45

1 月
l§伽|､11l*/会』坊/fi'liW群醐

(IM)||水木材総合↑Iｻ鞭センター“京梛文〃(腫後楽1-7-12a03-3816-
論95)／尚崎シティギャラリー(､l脚§ﾘi部測倫li尚松ll1l35-1)

2 月
ifillil;ili4K/会場/ii'lilﾉﾘ聯等

側)ニツセイ緑の財lii(al)3-35019205)/1:1本生命Ij比谷ピル7階阿際ホ
ール(有楽町111)/タレントの沿水國明さんがアラスカやI､ラック諸
国でのファミリーキャンプを通じての体験談や自然のすばらしさを語る。

森林.水質資源利用先端技術惟進協職会〈恋0332063046)／木材会館〈江
東厩深川2‐5-11)／エコマテリアルの評伽iを行う際に基準となりうる
LCAについて解説するとともに,異堆柧の方々から灘境問題への対応を紹
介していただき，木材利用の今後を探る。

寓崎県．県北フオレストピア実行黍働会（宮崎県111村対策室丑0985･26-
7166)‘/宮崎県街F穂町武道館／森林林蕊を核とした山村活性化策である
当椛想の意義を再確縄するとともに,21世紀の111村の役削や課題について
討議し，そのあり方を検索しようとするもの。

同実行委員会･㈱国土緑化推進機撒（壷03-3262-8451)／伽大阪YMCA会
館(大阪市西区土雌堀15‐6)/森林に関心のある一・般市民，市民グルー
プ，行政関係者，森林・林業関係者などの交流を深め，市民参加の森林づ
くりの輪の発展に灘する。

GIS学会パイオリージ』ン分科会（三廟叫W'1j上浜町I訓5三轍大学生物
資源学部森林計両学研究室内FAXO59231-9517),後援:R本林業技術
協会／三重入学生物資源学部大識義室／自然環境の解析や管理にGIS(地
理悩鞭システム）を応用した研究例や|卿連する雌近の話題をシンポジウム
形式で報杵する。対象：一般市民，学fll,行政樋当椅。無料。婆予約。先
稽300名まで。

側全同林業改良普及協会(a()335838"161)応弊競格：各都道府県淡た
はその林業餓体，森林組合，林研グループ等および営林（支）局，営林馨
が発行する林業1"報の定期刊行物（4～|20ページ穆唆）で年2回以上発行
するもの。

‐－－－．--.--.-.--.-.-.-.--.㈱全園森林レクリエーション協会からのお知らせ--.-.-...--.--･…････…一合＝ヰーーー.

第10回森林レクリエーション地域美化活動コンクール実施〃
I目的：全国の森林レクリエーション地域において，美化活動を職種的に行っている学校またはボラン

ティア団体等を対象に表彰する。

表彰：農林水産大臣賞1点，林野庁長悔賞2点，当協会会長働若干点
（副賞として,1点当たり5万円～15万I'1)

応募様式：下記の問合せ先にご連絡ください。募集締切り：、ド成10年2月281i
問合せ先：棚全国森林レクリエーション協会担当：緒方

〒107-0052東京都港区赤坂1－9－13三会堂ビル9FTELO3-3585-4217FAXO3-3585-4218

平成10年度《日林協学術研究奨励金》助成テーマ募集のお知らせ
●助成の内容●●募集要領●
1.研究テーマ：森林またはその周辺環境の生態，管蝿l提出書類：『｢1林協学術研究奨励金交付III請出
経営，利用に関する研究調炎（個人の研究を対象と（"f究計幽蒔)』および『)ﾘ掘艮の推聴盤』…所定の
するもので，組織・機関の公践を以ってすべき研究川紙(1l林協各支部にあり）にI氾救｡記枇の鷹たる内
を対･象とはしない)。容は,巾請杵(個人)‘把録,研究協力背氏名,研究目的，
2.対象者：募集期限日に40歳以下の将｡IMI人また爽施内群,M緋される成果,研究年次計而等
は小人数の研究グループ。陸I籍，性別，所偶，経朧2応募期限：平成10年2月28日（必着）
は問わない。3．日程：辮斑=311下ｲﾘ，通知=4月上旬，
3助成期間:1テーマ2カ年を原則とする。ただし助成金の交付=4月水ll。
1年間の継続を認める。4.成果等：助成を受けた者は1年nには『当年
4助成金額：1テーマ150万円以内（特例の場合はの成果報併i1|:』を，また城終年には『般終成果報告
50万|'1以内を追加助成)｡il＃』を各1部捉出。
※問合せ/連絡先：日本林業技術協会総務部(a03-3261-5281,FAX()3-3261-5393)まで。

伸猫技術N(16701998.1
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新 年賀謹 平成10年元旦社団法人日本林業技術協会

理事長三澤毅専務理事照井靖男

築地忠能勢誠夫堀崎質難波寛士原田洸

古宮英明田中義昭甘利敬正太剛猛彦下1I1蜻平

真柴孝司渡邊値宇津木滞夫林久晴的場紀萱

内藤満萩原宏茂木榔赤波江紀渡辺宏

安養寺紀幸喜夛弘！|'易紘一・

山口夏郎

禰森友久鈴木郁雌坂II勝美『-----…-‐‐‐----
｜職員一同小林富士雄小畠俊吉

理事 筒ノ|:辿犬

槙道雌

原灘一郎

阪元兵三

鈴木宏治

湯本和1『1

挺'陥澗夫

松井光瑞

監事

顧問

◎海外出張(派遣）名を識師に同様実施。9名受講。
11/9～20,久納課長代理,熱淵:生◎技術開発部関係業務
産林施業規準等調査，パプア11/10～12,於東大千葉渡習林，
ニューギニア。「森林資源モニタリング予備調
11/13～30,安養寺理事，メキシ査」現地検討会。
．国オアハカ村落調査，同国。11/25,於本会，「森林被害に強
11/25～12/6,鈴木顧問･寓部課い森林づくりのための基礎調査」
長代理･藤森主任研究員,モンゴル第21nl調査委員会。
現地調査，同国。◎調査研究部関係業務
12/2～13,梶垣課長･鳥III主征12/3～5,於栃木県栗山村,｢水
研究員・田口主任研究員，12/2源地森林機能研究会｣現地検討会。
～18,久納課長代理,インドネシア◎番町クラブ12月例会
国ムシ川調査，同国。12/19,於本会，ビデオ上映①ス
12/8～11,和旧i深長･松原職風，ウェーデンの森はいま./，②森は
熱帯林管理情報システム，ベトナ海の恋人，を行い，次いで会員約
ム国。40名および本会役員を交えた年
12/9～24,田畑参事･松本技illli,末懇親パーティーを行った。
セネガル竣工検査,lilI封。◎人事異動(1月111付け）
12/13～21,小原国|辮l喋部腿，採用技術指導役船渡消人
キルギスタン林業顎‘|､il訓森,ltJI:KI。◎資格取得
12/13～24，渡辺哩嚇･符森北海システムアドミニストレーター
道斗鑛所副所長，熱帯林災宙復|｢’調森研究部金森匡彦
技術確立調査，べ|､ナム|-1:|。調査第二部園田満恋
◎林業技士養成講習スクーリング森林インス|､ラクター
研修調査研究部関根亨
12/1～5，於本会,林業機械部◎計報
門を林野庁研究普及課下堂課長補元本会調査第二部次長･宮前智
佐ほか4名を講師に実施。8名受氏には9/17,逝去された（享年
講。63)。
12/8～12,森林評mli部l肌jを立正元本会主任研究員･田'二勲氏に
大学経済学部長福岡克也氏ほか7は12/21,逝去された（享年72)．

くこ編集部雑記）
ボランティア社会に出てある騨

度||言蛎がこなせるようになり，余裕

が出てくると，一定の枠の中での仕

@i;に飽き足らず，自分の好きなもの

あるいは得意な分野で「なにか社会
に役立つことをしてみたい」という

願望は誰もがもつもの｡だが，これを

ボランティア活勤に結び付けてゆく

には，もう・つ何かが必要で｢なにか

お手伝いすることはありませんか」
の段階ではレクリエーションの延腿

線'2か。でも考えているよりは始め

てみることだろう。（カワラヒワ）

協

今
云

の

シモバシラ冬の歳時記として知

る人ぞ淵|るシソ科多年'|3IIIM本シモバ

シラの不思縦な“術怖現象"･本会森

林インスl､ラクターの'rさんがこの

冬郁~ド八｣§ja･lililWII"1(854m)山蝋

付近でその現象に班辿，カメラに収
めました。氷点下のなかIIWMIい茎に
小さな裂け'1ができ，そこからリポ

~

フ

こ

き

ン状など様々な形

の擶柱がIIIgl,ま

さに幽玄の世界

だったそうです。

（平成の_E手箱）

椚田独歩南海ホークスファンの

皆様．決してカドタ独歩と読まない

でください｡木へンが卜l･いてます｡だ
から水拠バツl､を捗ったカドタだろ

うなんて。そんな…。さて，独歩の武
蔵野・’2が雑誌|ﾖ1災之友1月号に発

表されたのは今からちょうど白年

前。ji時はだれもIMI心を示さなかっ
た雑木林に，独歩はなぜ心'jlかれた

んでしょう。カギは側水川家の迷い

III|先にありました。オレたちはクヌ
ギだ，とばかりに椚ll1と炎記してい
たんだそうです。(111遊亭叩I棚）

＊入会希望の方は,各支部幹事または本会総務部公03-3261-5282までどうぞ。

林業技術第670号平成10年1月101J発倫

編集発行人三澤毅印刷所株式会社太平社

発行所社IJI法人l･|本林業技術協会。

〒1()2-()085束戚梛千代1I1IX六瀞111｣.7TEL、03(3261)5281(代）
振桝()()13()-8-(i()148NfFAX.03(3261)5393(代）

RINGYOGIJUTSU

JAPANFOREST

publishedby

TECHNICALASSOCIATION

TOKYOJA“N

I:協会からのお知らせはp.11に，番
町界隈はp｡43にあります。 〔腓通会断3,500円・学/k会費2,500円・終身会茜(個人)30,000円〕
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御 慶 社団法人日本林業技術協会

支部支部長支部幹事 支部支部長支部幹事

都道府県支部 営林(支)局等支部

北海道根橋達三

旭川二宮隆史
北見岡野学
拳

r市 広絹川明

函館中道正

青森小ili孝
秋田池田康久

前橋米山実

東京松隈茂
長野日高照利

名古屋室111正治
大阪立石凱義
高知林睦男
能 本青柳朋夫

林野庁加滕鐵夫
森
総合研究＃畷脳忠並
淋育種ｾﾝﾀｰ大柄治雄

灘鳳彌’1木茂
森
開発公笛干葉行雄
大学支部

北海道大街井寛
岩手大橋本良二
山形大高橋教夫
宇都宮大笠原義人

東京大小林洋司
東京農工大上野洋二郎
筑波大天田高白

東京農業大中田銀佐久
日本大lil根明臣

玉川大真宮靖治

新潟大近嵐弘栄
信州大北澤秋司
静岡大小嶋睦雄

名古屋大竹田泰雄
岐阜大戸松修
三重大林 拙郎

京都大大品誠一

京都府立大妹尾俊夫
鳥取大小笠原隆三
島根大片桐成夫

愛媛大村尾行一

高知大山本誠
九州大今田盛生
宮崎大野上寛五郎

鹿児島大吉良今朝芳
琉球大安里練雄

北海道
三t三

月 森
山

石 手

宮城

秋田

山形

福島
茨城

栃木

群馬

埼玉

千葉

東京
神奈川

新潟
吉 山国

石川

福井
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図書購入申込害

お申し込みは、FAX(03-3268-5261)または郵送

で（〒162－0845東京都新宿区市ケ谷本村町3－26
ホワイトビル4F)。近日中に振込用紙とともに発送します。

森と木と人のつながりを考える

(株）日本林業調査会の本

図書の送付先

住所〒……….._….….“…………烹....…...._“

お名前（社名・団体名）

TEL

必要書類（○で囲む）

FAXe-mail

請求書見積書納品書その他；

部数’|定価害 名図 編・著者

1＜新刊＞日本軍政と南方占領地林政
太平洋戦争下の南方占領地林政の史的研究。遂に成る！

"2＜白禾赫学芸賞蔓賞夢現代議称計画論…＝"…
林業地域の現状を綿密に分析。その生産力と流通パターンを探る

3総合年表日本の森と木と人の歴史
古代から現代に至る森と木と人の歴史。我が国初の総合年表

4平成8年版山地災害の現況
昨年'2月の蒲原沢災害など全国の災害．復旧状況を紹介◎売切れ間近

521世紀の地域住宅産業
大工・工務店の将来イメージ、人材育成への構造改革の道筋を示す

6水辺林の保全と再生に向けて
米国オレゴン州ウィラミテ国有林の先進事例を紹介。初めての邦訳

7これから売れる木もう売れない木
豊富なデータと現状分析で、21世紀への林産業のビジョンを示す

8転換期のスギ材問題
激変する木材・住宅マーケットの最新状況や外材事情を解明

9よくわかる日本の森林。林業1997

10持続可能な森林経営に向けて

'1森林。林業。木材辞典

'2ふるさとの森とともに（マンガ林業白書Ⅲ）

13森の宝をさがして（マンガ林業白書II)

14イイヅクシンを追え！（マンガ林業白書）

15都市近郊林の保全と利用

16日本の大都市近郊林

17森の研究

18エコ・エコノミーと林業・木材産業

19森林経営と経済学一数理的方法の基礎－

20森林経営の社会史的研究

21森林・林業・木材の補助・融資．税制全科（平成8年度版）

22林業・木材産業の情報ネットワークシステム

23写真と図で学ぶ正しい作業のやり方

24林業経営読本

萩野敏雄著¥4，500

藤澤秀夫著¥3.000

(社）国土緑化推進機構企画・監修¥5000

山地防災研究会編¥3,500
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建設省住宅局木造住宅振興室監修¥2.200

渓畔林研究会編¥2,500

木材産業考える会編¥2.500

q・・・’・・ロ’’D・・・－－－9日●・・・、’“・’’’’’’・・6版D”・bQGロ“6叩ロロ’’’’’’’’’’’’0Q9’0000Dいり砂ppM“も。’’’’’DDGDBDm・・叩伊”P昨『．『◆･－ぜ'qQ・合

牛丸幸也・西村勝美・遠藤日雄編著¥3,000

森林・林業を考える会編

国際林業協力研究会編

林野庁編集協力

林業白書研究会編／画・橋本陽子

林業白書研究会編／画・橋本陽子

林業白書研究会編／画・橋本陽子

林地保全利用研究会編

魚住侑司編著

林業技術研究会編

日本林業調査会編

J･ボンジョルノ/J･K.ギリス共著

成田雅美著

林野庁監修

加藤滋雄著

スリーエム研究会編

熊崎実著
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図書の内容に関するお問い合わせは、日本林業調査会(telO3-3269-3911)まで、お気軽にご連絡下さい。

弊会の図書は、インターネットホームベージ<http:"Www.wood.co.jp/ringyo/>で紹介しております。
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測る
あらゆる図形の座標・而積・線長（周囲長）・辺長を

圧倒的なコストパフォーマンスで簡単に同|侍測定できる外部出力付の

測
定
ツ
ー
ル
の
新
し
い
幕
開
け ~~聖 ’’ 検査済み±0．1％の高精度

写興はスーパーブラニクスβの椴準タイプ

スーパープラニクスβは､工場出荷時に厳格な検査を施して
いますので､わずらわしい誤差修正などの作業なしでご脳入

されたときからすぐ士0.1％の高精度でご使用になれます。

ス
ー
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ー
プ
ラ
ニ
ク
ス
に
β

使いやすさとコストを
’’コンビュタフレンドリィなオプションツール追及して新発売！

16桁小型プリンタ、RS-232Cインターフェイスケーブル、

ワイヤレスモデム､キーボードインターフェイス､各種専用

プログラムなどの充実したスーバーブラニクスαのオプショ

ンツール群がそのまま外部出力のために使用できます。

プー1－フークスβ(ーﾀ）スーノ

や外部出力付吟
標準タイプ･…・・

プリンタタイプ

￥160．000

￥192.000

’（
ベ
ー
タ
）
登
場
。

測定操作が楽な直線補間機能とオートクローズ機能

－、〆

豊富な機能をもつスーパープラニクス

の最高|朧スーパープラニクスα(ｱﾙﾌｧ）

スーパープラニクスαは、座標、辺長、線長

面積、半径、図心、三斜（底辺、高さ、面積）、

角度（2辺長狭角）の豊富な測定機能や、コ

ンピュータの端末デジタイザを実現する外部出

力を備えた図形測定のスーパーディバイスです。
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社会・経済情勢の変化、技術の進歩に対応。《解説編》を全面書き改め／

■
緬新版間伐の手引《解説編》■林野庁監修●選木から伐採・搬出・利用まで●

、
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艤 蕊解

題
｢私たちの森林
●最新第5版相当の本書は、河原輝彦・鷲見
博史・垰田宏3氏による執筆／
●美しい図版160点余を配したビジュアルな

構成／

●森林の働きと社会・地球環境との結びつき
をわかりやすく解説／

●小学生高学年から中学生の児童・生徒向け
の記述ながら、家族みんなで読める／

医と木の質問箱

蕊
●ずばり、「小学生のための森林教室｣／

●子どもらしいどうして？なぜ？に答えてく

れる小学生向けの楽しい1冊／

●子ども向けだからとあなどるなかれ、林野

庁監修の内容はしっかり者／
a■

お求めは､書名･冊数･お名前･連絡先（電話番号を

含祉癖雅麓塑謝うえ下記までどうぞ｡！：酬鯛匝謀新一
㈹日本朴業技術協会事業部 I〒実識
〒102-0085東京都千代田区六番町7 1．30部以上の場合は、送料は
TELO3-3261-6969FAXO3-3261-3044|i･当協会が負担します。
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私 たちの森林
霊
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と木の質問箱
森と木の質問箱

お求めは､書名･冊数･お名前･連絡先（電話番号を

含む)･お送り先などを明記のうえ下記までどうぞ。

㈹日本林業技術協会事業部

〒102-0085東京都千代田区六番町7
TELO3-3261-6969FAXO3-3261-3044

ご注文は、FAXまたは郵便をご利用ください。
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大好評の100不思議十1は
書店でお求めいただくか、直接東京書籍まで
ご注文ください。

森林の100不思議定価:本体981円(税別）

続・森林の100不思議定価:本体1,165円(税別）

森と水のサイエンス定価:本体1,000円(税別）

土の100不思議定価:本体1,000円(税別）

森の虫の100不思議定価:本体1,165円(税別）

熱帯林の100不思議定価:本体1,165円(税別）

森の動物の100不思議定価:本体1,165円(税別）

木の100不思議定価:本体1,165円(税別）

森の木の100不思議定価:本体1,165円(税別）

きのこの100不思議定価:本体1,200円(税別）

東京書籍株式会社副繩;_濡識綱

一

▼最新刊
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	表1

	表2

	1998年1月号目次

	年頭のごあいさつ

	特集_森林ボランティア活動_森林ボランティア活動の推移と将来方向 

	特集_森林ボランティア活動_森林ボランティア-行政とのパートナーシップの形成に向けて

	特集_森林ボランティア活動_魚をはぐくむ森づくり
 
	特集_森林ボランティア活動_｢いぶり下草刈りキャラバン隊交流事業｣-森林ボランティアとの交流から,地域林業の活性化に向けて

	特集_森林ボランティア活動_林業家の立場から
 
	特集_森林ボランティア活動_県民参加の森づくりを目指して“ひょうご森の倶楽部”の誕生
 
	特集_森林ボランティア活動_森林ボランティア活動の現場から_ひろしま人と樹の会

	特集_森林ボランティア活動_森林・緑づくりのボランティア団体一覧(抄）

	知られざる森林ボランティア_
点訳
	会員の広場_海岸ブナ林を調査して

	会員の広場_カモシカの呼び名語彙（補遺･訂正編）

	第44回（平成9年度）森林・林業写真コンクール優秀作品（白黒写真の部）紹介

	緑のキーワード_森林条約／新刊図書紹介

	自然・森林と文学の世界10_ソロー先生，自然破壊を悲憤慷慨するの巻

	石城謙吉の5時からセミナー1_山火事と焼畑／統計にみる日本の林業_主要先進国の用材消費量／林政拾遺抄_66坪8合

	グリーングリーンネット／本の紹介_保安林制度百年史／こだま_森林による水質浄化

	技術情報

	林業関係行事一覧

	協会からのお知らせ

	奥付対向

	表3対向

	表3

	表4


